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はじめに

当施設は、ふたつの機能を兼ね備えております。1 階は埋蔵文化財センターと

して、市内埋蔵文化財の発掘調査やそれに伴う出土品の整理・保管・研究を、

行ってまいりました。2 階は博物館的な施設として、隣接する国史跡海会寺跡

出土の国指定重要文化財をはじめ、調査などによって得られた市内文化財の情

報をひろく市民に還元する施設です。これまで、施設内での歴史講座や体験学

習などのほか、学校教育機関への出張講座などの普及啓発事業を行ってまいり

ました。

本書は、当施設の事業のうち、平成 26 年度に実施した普及啓発事業をまとめ

たものです。これまでのご理解とご協力に御礼申し上げますとともに、今後も

市民の皆様のご要望にお応えできるよう、より充実した事業展開に努めてゆく

所存であります。

泉南市教育委員会
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1．施設の概要
略沿革

 平成 6 年 7 月～平成 7 年 3 月　基本設計及び実施設計。

 平成 7 年 3 月 浄化槽設置工事完成。

 平成 7 年 6 月 海会寺跡出土遺物 302 点が国の重要文化財

       に指定される。

      　 史跡海会寺跡整備事業完了。「史跡海会寺

       跡広場」として一般開放開始。

 平成 8 年 3 月 埋蔵文化財センター竣工。 

       1 階埋蔵文化財センター部門供用開始。

 平成 9 年 4 月 埋蔵文化財センター条例、同施行規則施行。

       展示施設一般開放開始。

 平成 10 年 7 月 重要文化財海会寺跡出土遺物を常設展示と

       する特別展示室オープン。

1  荷解場

2  警備員室

3  女子更衣室

4  休憩室

5  トイレ

6  ポンプ室

7  仮収蔵庫

8  洗浄室

9  遺物整理室

10 記録整理室

11 写場・暗室・乾燥室

12 図面収蔵庫

13 写真収蔵庫

14 特別収蔵庫

15 収蔵庫 1

16 収蔵庫 2

17 収蔵庫 3

18 展示ケース

19 ＣＯ 2 ボンベ室

20 風除室

21 エレベーター

22 受付

23 事務室

24 特別展示室

25 展示準備室

26 展示ホール

27 図書情報コーナー

28 トイレ

29 サロン

30 講堂兼視聴覚室

31 倉庫

32 調査研究室

33 図書保管室

34 会議室

施設全体図

施設

鉄筋コンクリート造地上 2 階耐火構造

 敷地面積   4602.24 ㎡

 建築面積   1164.82 ㎡

 延床面積   1893.86 ㎡

 1 階    990.89 ㎡

 2 階    902.97 ㎡

 総室数   1 階 27 部屋

       2 階 16 部屋

泉南市埋蔵文化財センター事業費 (平成 7 年度完成分まで )

 設計委託    11,433,000 円

 設計事務管理委託  8,446,000 円

 浄化槽設置工事  43,260,000 円

 建築工事    762,200,000 円

 植裁工事    6,180,000 円

 上水道施設負担金等 958,000 円

 用地購入    532,018,944 円
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2．組織・職員

  教育長 蔵野博司

  教育部 部長 上之山　正人

   　  次長 小林　宏

  生涯学習課  課長　岡坂吾一

       課長代理　阪本広行

   文化財保護係 係長　岡　一彦（本庁勤務）   

      　　主査　城野博文（埋蔵文化財センター勤務）

      　　主査　河田泰之（埋蔵文化財センター勤務）

3. 利用者数と利用形態

月別入館者数

開館

日数

大人 子ども
計

男 女 男 女

4月 23 283 169 50 27 484

5 月 22 145 78 54 54 331

6 月 23 207 132 32 24 395

7 月 24 108 80 101 44 333

8 月 23 237 273 287 247 1044

9 月 22 156 71 8 2 237

10 月 23 173 94 25 18 310

11 月 20 69 46 46 59 220

12 月 25 306 186 41 27 560

1 月 21 180 85 74 66 405

2 月 21 266 165 32 43 506

3 月 24 318 181 68 63 630

計 271 2403 1560 818 674 5455

月日 施設名（依頼内容） 人数

4 月 16 日
泉南市立西信達小学校

( ６年生：まが玉づくり）
69

4 月 29 日
きしわだ自然資料館

（小学生・保護者：縄文時代の文様を描く）
28

4 月 30 日
泉南市立西信達小学校　

（6 年生：縄紋クッキーづくり）
69

5 月 14 日
市立青少年センター

（子ども元気広場：組みひもづくり）
5

5 月 19 日
泉南市立樽井小学校

（６年生：ハ二ワづくり）
123

5 月 28 日
市立青少年センター

（子ども元気広場：組みひもづくり）
6

5 月 29 日
泉南市立鳴滝小学校

( 子ども元気広場：組みひもづくり）
20

5 月 30 日
泉南市立一丘小学校

（６年生：ハニワづくり）
66

6 月 11 日
市立青少年センター

（子ども元気広場：まが玉づくり）
5

6 月 12 日
泉南市立一丘小学校

（６年生：火おこし ･ ハニワ焼き）
66

6 月 13 日
泉南市立樽井小学校

（６年生：ハ二ワ焼き）
123

6 月 25 日
市立青少年センター

（子ども元気広場：まが玉づくり）
6

7 月 3 日
泉南市立鳴滝小学校

（子ども元気広場：まが玉づくり）
20

7 月 9 日
市立青少年センター

（子ども元気広場：割りばし鉄砲づくり）
5

7 月 13 日
きしわだ自然資料館

（ミニ実習：縄文時代の文様を描く）
20

7 月 23 日
市立青少年センター

（子ども元気広場：割りばし鉄砲づくり）
6

7 月 24 日
樽井公民館

（出前まいぶんクラブ：まが玉ネックレスづくり）
20

7 月 25 日
信達公民館

（出前まいぶんクラブ：まが玉ネックレスづくり）
20

7 月 31 日
新家公民館

（出前まいぶんクラブ：まが玉ネックレスづくり）
20

8 月 1 日
西信達公民館

（出前まいぶんクラブ：まが玉ネックレスづくり）
20

8 月 21 日
樽井公民館

（出前まいぶんクラブ：組みひもづくり）
20

8 月 22 日
信達公民館

（出前まいぶんクラブ：組みひもづくり）
20

8 月 23 日
大阪府立弥生文化博物館

( メソボタミアな！プラ板キーホルダーづくり）
116

8 月 24 日
大阪府立弥生文化博物館

（メソボタミアな！プラ板キーホルダーづくり）
116

8 月 28 日
新家公民館

（出前まいぶんクラブ：組みひもづくり）
20

8 月 29 日
西信達公民館

（出前まいぶんクラブ：組みひもづくり）
20

9 月 10 日
市立青少年センター

（子ども元気：組みひもづくり）
5

9 月 24 日
市立青少年センター

（子ども元気広場：フロッタージュ）
6

9 月 28 日
きしわだ自然資料館

（ミニ実習：組みひもづくり）
20

10 月 8 日
市立青少年センター

（子ども元気広場：こま回し）
5

10 月 9 日
泉南市立鳴滝小学校

（子ども元気広場：組みひもづくり）
20

10 月 17 日
市立おおぞら幼稚園

（PTA 職員：まが玉づくり・組みひもづくり）
50

10 月 20 日
泉南市立保健センター

（40 歳以上：泉南市の歴史と史跡 ･ 神社）
20

10 月 22 日
市立青少年センター

（子ども元気広場：こま回し）
5

10 月 26 日
西信達地区地域教育協議会

（西信フェスタ：組みひもづくり）
100

11 月 8 日
一丘中学校地区地域教育協議会

（リサイクル市：組みひもづくり )
100

11 月 12 日
市立青少年センター

（子ども元気広場：組みひもづくり）
11

施設外への出張事業（依頼・共催）-1

施設外への出張事業（依頼・共催）-2
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視　察

月　日 機　関　名 人　数 備　考

11 月 20 日 斑鳩町教育委員会 6 史跡の整備と維持管理

依頼元 内容 点数

市立図書館
【資料複写】砂川遊園の写真（市内資源発見活用事業

登録物件）
36 件

きしわだ自然資料館 【資料貸出】男里・新伝寺遺跡出土蛸壺 2 点

熊取町生涯学習推進課 【資料貸出】阪和電鉄パンフレット 20 点

いきいきネット相談支

援センター

【資料貸出】高齢者の方々のコミュニケーションツー

ルとしてパネル写真を使用（市内資源発見
14 件

地域包括支援センター

六尾の郷

【資料貸出】脳健康教室（回想法）の資料としてパネ

ル写真を使用（市内資源発見活用事業登録物件）
70 件

個人
【資料複写】刊行物「民具歳時記 / 道具とともに」へ

の掲載（市内資源発見活用事業登録物件）
2 件

産経新聞
【写真掲載・紹介】「砂川遊園展」の紹介記事掲載に

伴う取材及び紙面への掲載（市内資源発見活用事業登

録物件）

19 件

読売新聞
【写真掲載・紹介】「砂川遊園展」の紹介記事掲載に

伴う取材及び紙面への掲載（市内資源発見活用事業登

録物件）

19 件

市立信達小学校
【資料貸出】民具など社会科学習のために活用するた

めの（市内資源発見活用事業登録物件）
9 件

市立西信達小学校
【資料貸出】民具など社会科学習のために活用（市内

資源発見活用事業登録物件）
9 件

和歌山県立紀伊風土記

の丘
【資料貸出】男里遺跡出土大型石包丁・石包丁 2 点

地域包括支援センター

六尾の郷

【写真貸出】脳健康教室（回想法）の資料としてパネ

ル写真を使用（市内資源発見活用事業登録物件）

74 件

合計　276

【内訳】市内資源発見活用事業登録物件：252 件、文化財の調査成果資料：24 点

おもな団体見学

月　日 団体名 内容 人 数

8 月 19 日 指導課
市内小中学校初任者研修（体験学習

の実施）
30

12 月 20 日
紀州街道信達宿

まちづくり協議会
イベント開催に伴う施設利用 30

1 月 27 日 保育子育て支援課
いちおか広場でのむかし遊びの実施

（タコ作り）
24

2 月 20 日 保育子育て支援課
いちおか広場でのむかし遊びの実施

（組みひもづくり）
48

3 月 5 日
富山大学人文学部

日本語研究室
方言調査 23

その他依頼

月日 団体名（内容） 人数

5 月 27 日 市立一丘小学校　6 年生（施設見学・まが玉づくり） 66

8 月 22 日 市立東小学校　教員（施設見学と解説） 27

10 月 20 日 泉南市人権啓発推進協議会（施設見学と解説） 10

10 月 23 日
市立砂川小学校 3 年生

（社会見学・紙芝居と砂川遊園展）
96

10 月 31 日
市立新家小学校　1・2 年生（遠足・見学と紙芝居火

おこし）
95

11 月 18 日 市立くすのき幼稚園　5 歳児　職員（見学と紙芝居） 148

1 月 13 日
市立砂川小学校 3 年生

（社会見学・民具の見学と使用体験）
96

2 月 26 日 大阪府景観形成誘導推進協議会泉州ブロック会議 15

3 月 24 日
ウィンディ・ウィローズ

（見学と紙芝居・組みひもづくり）
10

3 月 25 日
ウィンディ・ウィローズ

（見学と紙芝居・組みひもづくり）
12

合計 575

11 月 13 日
泉南市立鳴滝小学校

（子ども元気広場：組みひもづくり）
20

11 月 18 日
泉南市立新家小学校

( 遠足：まが玉づくり）
57

11 月 26 日
市立青少年センター

（子ども元気広場：組みひもづくり）
6

12 月 9 日
泉南市立鳴滝小学校

（子ども元気広場：組みひもづくり）
20

12 月 14 日
泉南市商工会

( 泉南マルシェ：折り紙づくり ･ 組みひもづくり）
50

1 月 29 日
市立西信達小学校

( ３年生：民具の使用体験）
74

1 月 29 日
市立信達小学校

( ３年生：民具の使用体験）
150

2 月 22 日
きしわだ自然資料館

( ミニ実習：弥生時代文様トートバックづくり）
20

3 月 26 日
大阪府立弥生文化博物館

（弥生フェスタ：消しゴムハンコ）
180

合計 1948

施設外への出張事業（依頼・共催）-3 資料貸出しなど
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4. 展示

常設展示

「海会寺跡」
 内容 隣接する国史跡海会寺跡からの出土品のうち、国重要文化財指 

  定物件を中心に展示。海会寺跡の歴史的価値をわかりやすく紹介。

企画展示

「思い出のせんなん写真展」
 期間 4 月 26 日～ 6 月 28 日

 内容 泉南市内で撮影された写真を持ち主の思い出を添えて紹介する 

  ほか、当時の暮らしの道具なども展示。あわせて市民などから写真 

  を募集したが、今年度は展示期間中の応募がなかった。

「天恵の楽園　砂川遊園展」
 期間 11 月 8 日～ 3 月 31 日

 内容 昭和初期「第二の宝塚」を目指して開発された砂川遊園。当時 

 の新聞・写真・パンフレットや、住民の方々の記憶をもとにそのあゆ 

 みを紹介。関連行事として講座 2 回、ワークショップ 1 回実施した。

5. 体験学習　「まいぶんクラブ」
 内容 昔の暮らし体験を通じて、歴史文化への興味関心を持つきっか 

  けを提供することが目的。ボランティアの協力は得ずに実施した。

①プラ板キーホルダーづくり　5/24（土）参加者 21 人

古代の文様をプラ板に写し取って、。トースターで加熱。

②組みひもづくり　6/14（土） 参加者 11 人

飛鳥時代などの組みひもの作り方でミサンガ作り。

③まが玉づくり　6/28（土）参加者 26 人

　まが玉の用途と持ち主について考えたのちに自由にマイ勾玉作り。

④こすってアート　7/12（土）参加者 11 人

昔の道具をつかったフロッタージュでの作品づくり。

⑤割りばしゴム鉄砲づくり　7/29（火）　参加者 25 人

 むかしあそびの体験。割りばしを使った鉄砲作りとまと当て大会。

⑥組みひもづくり　8/5（火）参加者 46 人

飛鳥時代などの組みひもの作り方でミサンガ作り。

⑦プラ板キーホルダーづくり　8/12（火））参加者 21 人

 古代の文様をプラ板に写し取って、トースターで加熱。

⑧まいぶん宝探し　8/19（火）参加者 14 人

宝探ししながらの施設見学（バックヤードツアー）。

⑨ちょきんハニワづくり　8/26（火）参加者 47 人

ハニワの用途や役割を考えたのち、マイハニワ兼貯金箱づくり。

⑩弥生絵柄でマイバックづくり　11/8（土）参加者 7 人

弥生時代の絵柄をもとにしたハンコで、布バックづくり。

⑪ツタ飾りづくり　11/22（土）参加者 16 人

史跡海会寺跡広場に生えるツタや木の実でのクラフト。

⑫年賀状作り　12/13（土）参加者 4 人

奈良時代以前の文様を使った消しゴムハンコで年賀状づくり。

⑬カレンダーづくり　12/26（土）参加者 26 人

史跡海会寺跡広場に生えるツタや木の実でのクラフト。

⑭化石の教室　2/28（土）参加者 30 人＊企画展ワークショップ

泉南市内で見つかる化石について、講座とレプリカづくり。

まいぶんクラブのようす
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6. フィールドワーク　「歴史倶楽部」
事業開始十周年の今年度、昨年度に参加者の「行ってみたい場所」を見

学。過去の見学時との変化を対比し、文化財の保護・保存の重要性を参

加者と一緒に考えてみた（登録者数 52 名・ボランティア 4 名）。

①説明会　　3/19（水）

②現地見学 1　4/9（水）「橿原市・明日香村」歩行距離 12 ㎞ 

 参加者 40 名（ボランティア 4 名） 近鉄橿原神宮前駅～軽寺～丸山古 

 墳～植山古墳～菖蒲池古墳～天武持統天皇陵～鬼の俎・雪隠古墳～カ 

 ナヅカ古墳～欽明天皇陵～飛鳥歴史公園館～中尾山古墳～高松塚古墳 

 壁画館～文武天皇陵～栗原寺跡～キトラ古墳～檜隈寺跡～近鉄飛鳥駅

③現地見学 2　5/4（水）「高槻市」歩行距離 8 ㎞

 参加者 36 名（ボランティア 3 名） 土室南バス停～継体天皇陵～番山 

 古墳～新池遺跡・ハニワ工場公園～闘鶏山古墳～今城塚古墳・今城塚 

 古代歴史館～芥川廃寺～嶋上郡衙跡～清福寺太子堂～西国街道・芥川 

 宿～ＪＲ高槻駅　

④現地見学 3　5/28（水）「大和古墳群」） 歩行距離 12 ㎞

 参加者 36 名（ボランティア 4 名） JR 巻向駅～纏向遺跡～纏向石塚 

 遺跡～箸墓古墳～ホケノ山古墳～慶運寺～珠城山古墳群～景行天皇陵 

 （渋谷向山古墳）～櫛山古墳～崇神天皇陵（行燈山古墳）～黒塚古墳 

 （黒塚古墳展示館）～長岳寺～中山大塚古墳～燈籠山古墳～西殿塚古 

 墳・東殿塚古墳～西山塚古墳～ JR 長柄駅　

⑤現地見学 4　6/11（水）「百舌鳥古墳群」歩行距離 10 ㎞ 

 参加者 38 名（ボランティア 4 名） 南海中百舌鳥駅～ニサンザイ古墳 

 ～百舌鳥八幡宮～高林家住宅～御廟山古墳～いたすけ古墳～履中天皇 

 陵～堺市博物館～仁徳天皇陵～旧天王貯水池～方違神社～反正天皇陵 

 ～南海堺東駅　　

⑥現地見学 5　7/9（水）「吉野町」歩行距離 8 ㎞

  参加者 28 名（ボランティア 2 名） 近鉄吉野駅～吉野山ロープウェイ 

 ～金峯山寺～吉水神社～五郎平茶屋園地～如意輪寺～稚児松地蔵堂～ 

 ＜万葉の道＞～象の小川～桜木神社～宮滝遺跡～吉野歴史資料館～ 

 （バス移動）～近鉄大和上市駅　

⑦講義 1　8/6（水）講座「あるく・みる・考える」

 参加者 41 名（ボランティア 3 名） 

⑧現地見学 6　9/10（水）「伊丹市」歩行距離 10 ㎞

 参加者 38 名（ボランティア 4 名）ＪＲ伊丹駅～有岡城跡～旧岡田家 

 住宅・酒蔵～猪名野神社＜伊丹緑道＞～伝和泉式部墓～臂岡八幡宮～ 

 緑ヶ丘公園～伊丹廃寺跡～＜たんたん小道＞～昆陽池公園～伊丹市立 

 博物館～＜西国街道＞～長寿蔵ブルワリーミュージアム～ＪＲ伊丹駅

⑨現地見学 7　10/8（水）「近江八幡市」歩行距離 8 ㎞

 参加者 23 名（ボランティア 3 名）ＪＲ安土駅～安土城郭資料館～沙 

 沙貴神社～旧伊庭家住宅～信長の館・安土城考古博物館～安土城跡～ 

 ＪＲ安土駅　

⑩現地見学 8　10/29（水）「大和郡山市」歩行距離 7km

 参加者 31 名（ボランティア 3 名）ＪＲ郡山駅～外堀緑地北門～杉山 

 小児科～郡山城跡～城跡公園～永慶寺～大納言塚～新木山古墳～金魚 

 資料館～源九郎神社～旧川本邸～箱本館「紺屋」～ＪＲ郡山駅　

⑪現地見学 9　12/3（水）「高取町」* 雨天により延期

 歩行距離 8 ㎞　 参加者 22 名（ボランティア 3 名）近鉄壺阪山駅 - ＜ 

 バス移動＞ - 壺阪寺～五百羅漢～高取城跡～上子島砂防公園～植村家 

 長屋門～高取町観光案内所「夢創館」～近鉄壺阪山駅　

⑫現地見学 10　12/10（水）「桜井市」 歩行距離 11 ㎞　　
  参加者 24 名（ボランティア 3 名）近鉄大和朝倉駅～忍坂 8・9 号墳 

  ～舒明天皇陵～石位寺～赤坂天王山古墳～倉橋溜池～舞谷 2 号墳～ 

  秋殿南古墳～兜塚古墳～メスリ山古墳～コロコロ山古墳～谷首古墳 

  ～艸墓古墳～文殊院西・東古墳～近鉄・ＪＲ桜井駅　

⑬講座２　まとめ　12/9（水）
 参加者 38 名（ボランティア 2 名）

歴史倶楽部　現地見学のようす
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7. 講座

■「山田家住宅の価値と泉南地域の民家の見どころ」
   講師 大場　修さん（京都府立大学大学院）

   内容 国有形登録文化財山田家住宅の価値づけを、近世民家研究の 

     第一人者である講師が山田家住宅の主屋を会場に講演。

   日時 4/20（日）13：30 ～ 15：00

   会場 山田家住宅主屋（国有形登録文化財）

   参加者　33 名

企画展「砂川遊園」関連講座

■「砂川奇勝の話」1/24（土）13：30 ～ 15：00 参加者　43 名

   講師 濱塚　博さん（きしわだ自然資料館）

   内容 砂川奇勝について地元出身の地質学の専門家が講演。

■「砂川遊園の話」２/14（土）13：30 ～ 15：00 参加者　17 名

   講師 生涯学習課職員

   内容 砂川遊園の新聞記事や広告などをもとにその歩みを紹介。

8. 文化財普及啓発ボランティア
活動への参加を通じて文化財保護の必要性を認識してもらうことが目

的。ボランティア活動の場と参加体験型学習への参画機会を提供する

ことで、施設の新規利用者の獲得も見込まれる。

9. 市内資源発見活用（せんなんのたからもの）事業
泉南市に関連する文化遺産（広義の文化財＝せんなんのたからもの）

の価値を最大化させることが目的である。住民と行政が、文化遺産の

活用を通して文化財保護の必要性を共有することを目標とする。住民

に地域への誇りを持つきっかけを提供することで、市域の活性化が見

込まれる。現在 3 つの段階にわけて事業をすすめ、各段階ごとに目標

を設定している。

段階１　文化財の認識をひろめる
　「せんなんのたからもの」を公募する。「せんなんのたからもの」とは、

　時代や価値などの基準は設けず、①泉南市に関係するもので、②所有

　する人が大切だと思い、③活用したいとつよく思うものとする。登録

　物件は持ち主の所有とする。

　目標  ・住民に「せんなんのたからもの（広義の文化財）とは何

      か？」を考えるきっかけを提供する。

     ・「せんなんのたからもの」を公開する方法や活用方法に

      ついて、所有者や利用者の要望を把握する。

対象事業 内　容 協力者数
フィールドワーク

歴史倶楽部
現地見学時の引率・説明補助 4 人

まいぶんクラブほか

参加体験型学習
プログラムの企画・実施 0 人

　文化財活用促進事業
・ワークショップへの参加

・イベントの企画実施

30 人

約 140 人

ご協力いただいた事業とその内容

ボランティアの皆さん

山田家住宅での講演会のようす

企画展関連講座「砂川奇勝の話」のようす せんなんのたからもの登録物件の活用のようす
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利用者による主体的な登録物件の活用

行政による登録物件の公開

段階２　情報を共有する
　応募のあった「せんなんのたからもの」を随時閲覧可能な状態で公開

　することで、ひろく活用をうながす。公開する手段は、前段階で把握

　した所有者や利用者の要望を反映する。

　目標  ・利用者による主体的な活用をうながし、地域の宝として

      の認知をひろめる。

     ・利用者の意見をもとに、具体的な活用形態を把握する。

段階３　利用者が活用しやすい環境をつくる
　前段階で把握した具体的な活用形態を実現するために、エコミュージ

　アム化など「せんなんのたからもの」を利用者が主体となり活用でき

　る環境づくりをおこなう。

　目標  ・活用をきっかけとした人間関係の構築をうながし、維持 

      発展させる。

     ・泉南市らしい仕組み作りを行う。

【登録物件の活用について】

　教育・生涯学習・地域活動の素材として、グループや個人が利用する

　ことをいい、活用方法は持ち主の承諾さえ得られれば特に制限はない。

種類 月日 主体 活用の内容など 件数

庁内・生涯学習 4 月 18 日 市立図書館 【資料複写】「砂川遊園のジオラマ」作成の参考資料として 36

事業者・高齢者 10 月 1 日 いきいきネット相談支援センター 【資料貸出】高齢者の方々のコミュニケーションツールとして 14

事業者・高齢者 10 月 29 日 地域包括支援センター六尾の郷 【資料貸出】脳健康教室（回想法）の使用として 70

個人・市外 11 月 22 日 個人 【資料複写】刊行物「民具歳時記 / 道具とともに」への掲載 2

報道・新聞 12 月 18 日 産経新聞 【資料複写】産経新聞 12 月 8 日付朝刊大阪府下版に記事掲載 19

報道・新聞 12 月 21 日 読売新聞 【資料複写】読売新聞 12 月 21 日付大阪府府下版に記事掲載 19

学校教育・小学校 1 月 29 日 市立信達小学校 【資料貸出】民具など社会科学習のために活用 9

学校教育・小学校 1 月 29 日 市立西信達小学校 【資料貸出】 民具など社会科学習のために活用 9

事業者・高齢者 2 月 27 日 地域包括支援センター六尾の郷 【資料貸出】脳健康教室（回想法｝の使用として 74

住民などにより　9 回　・　252 件　の登録物件が活用された

形態 名称など 内容 公開の方法など その他公開方法 回数 件数

印刷物 広報せんなん 毎月掲載　　登録物件を個別に紹介 全戸配布 泉南市ウェブサイト 12 12

展示 思い出のせんな写真展
「せんなんのたからもの」の写真から約 200 枚を選び出し

当時の持ち主の思い出を添えて展示

会期：4/26 ～ 6/30

会場：埋蔵文化財センター
1 200

展示 天恵の楽園　砂川遊園
昭和初期「第二の宝塚」を目指して開発された砂川遊園。

当時 の新聞・写真・パンフレットや、住民の方々の記憶を

もとにそのあゆみを紹介

会期：11/8 ～ 3/31

会場：埋蔵文化財センター
1 70
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10. 文化財活用促進事業
　泉南らしい文化財保護の仕組みづくりを目的とする。住民などと、文

化財の多面的な活用を継続的に実践し、プレーヤー増とオープンな参画

を志向することで、「シビックプライド1）」の醸成を目指す。今年度は

以下の 3 事業を実施した。

1）伊藤香織 + 紫牟田伸子監修 2008『シビックプライド‐都市のコミュニケーション

をデザインする』

10-1. 海会寺ハスいっぱいプロジェクト事業
・「古代ハス（大賀ハス）の子どもたち」の栽培と、その場所の楽しみ

　　方を住民とともに考え実践することで、史跡海会寺跡広場と、埋蔵

　　文化財センターの利用促進を目的とする。

・将来的には海会寺跡と埋蔵文化財センターの利用方法を、住民側から

　　提案し実践する自律的な組織作りを目標とする。

・事業内容の充実を目的とした住民参画の手法を志向することで、これ

　　までにない施設の利用方法の提示が見込まれる。

・海会寺跡出土の軒丸瓦の文様が、ハスの花をモチーフであることに由

　　来し、「飛鳥時代に、ハスの花（の軒丸瓦）でいっぱいだった史跡

　　海会寺跡を、ふたたび！」をプロジェクトの合言葉とした。

・事業の周知と新たなプレーヤー獲得のため、お披露目イベント「ハス 

   フェスタ」を実施した。

・事業終了後、泉南市商工会より出展依頼を受けた。12/14（日）に実 

   施の「泉南マルシェ」にてプロジェクトの紹介と、ハスフェスタで 

   人気プログラムだった「ハスの花の折り紙教室」を実施した。

　　事業概要　

■本事業に参画した住民 約 120 名

■ワークショップの参加者 23 名（のべ 84 名）

 内訳：5/8（15 名）、5/22（14 名）、6/5（7 名）、6/19（21 名）、

  　6/26（14 名）、8/22（13 名）

■お披露目イベント「ハスフェスタ」（8/8）の参加者

  約 500 人 （内訳：来場者約 380 人・スタッフ約 120 人）

■本事業の紹介

 産経新聞朝刊：泉州版（平成 26 年 8 月 8 日）

   　■事業への協力

    （公財）徳島県埋蔵文化財センター、大阪府脳と緑の総合事務所、長池オアシ 

    ス管理会、一般財団法人小谷城郷土館、泉大津市立池上曽根弥生学習館、大阪 

    ガス　ガス科学館、大阪府立大型児童館ビッグバン、大阪府立弥生文化博物 

    館、泉州・紀北ミュージアムネットワーク、きしわだ自然資料館、国登録有形 

    文化財山田家住宅、公益財団法人徳島県埋蔵文化財センター、子育て支援セン 

    ターひだまり、泉南市文化協会、泉南市立信達中学校、泉南市識字教室、鳥取 

    県立博物館、和歌山県立紀伊風土記の丘

    

10-2. 域学連携で取り組む文化財を活かした地域づくり
・文化財の積極的な活用を促すことで、自律的な文化財保護の仕組み作

　りを目的とする。

・域学連携の手法を志向することで、多様な活用方法の創造をめざす。

・阪南大学国際観光学部和泉研究室との連携事業とし、文化財を観光資

　源としてとらえ地域の活性化と文化財保護を両立できる仕組み作りの

　ための継続的な取り組みとして実施することとした。

・大阪府府民文化部都市魅力創造局文化課および大阪府立江之子島文化 

　芸術創造センター（enoco）には、事業実施にかかる支援を得ること 

　ができた。

・「せんなんタコ壺プロジェクト」としての企画の提示までで、平成 27

　年度に継続して実施することとなった。

　　

  事業概要　

■本事業に参画した住民 のべ 57 名

■阪南大学和泉研究室での授業よして実施した事業

 7/28「情報の提供」場所：阪南大学

  泉南市職員が学生に情報を提供。どのような地域資源があるのか、どの 

  ような活用の実績があるのかなど、講座形式でおこなった（関係者の 

  み）。

 9/19「課題を探る」場所：埋蔵文化財センター

  学生が住民と対話をとおして、地域の課題を探ることで、泉南市につい 

  ての理解を深めるための機会。参加した住民からは、「自然と歴史的が 

  点在する景観」がある一方で「まちを好きになるきっかけがない」など 

  といった課題が提示された（一般参加）。

 10/24・11/4「現地調査」場所：泉南市内

  これまでに得た情報をもとに、現地を確認。岡田地区、樽井地区、

  ショッピングモールなどを見学した。

 11/24「中間報告会」場所：阪南大学

  企画のアウトラインを発表し、指導教官からの指導を受ける機会。泉南 

  市職員も参加した（学生のみ）。

■ワークショップの参加者 住民 29 名（のべ 57 名）

 内訳：9/19（住民 16 名・学生 9 名）、12/15（住民 29 名・学生 12 名）、

  　3/10（住民 12 名・漁協関係者 2 名・阪南大学 1 名）

■企画の公開プレゼンテーション（12/15）の参加者

 44 人 （内訳：住民 29 人・学生 12 名・関係者 3 名）

■本事業の紹介

 なし（「公開プレゼン実施」を泉佐野市政記者クラブに資料提供）

10-3 郷土カルタ作成事業
・住民が、「まちの魅力（＝文化財）」を認識するための、きっかけと

　　場と機会の創造を目的とする。

・「誰でもウェルカム」のオープンでフラットな場でのカルタづくりを

　　志向することで、ひとりでも多くの住民が「まちの魅了（＝文化　

　　財）」発信の担い手となることが見込まれる。

・庁内の複数の部署（図書館、産業観光課、人権推進課）との連携事業

　　として実施することとなった。

・国語部会との協議により、市内小学校全校でカルタの句づくりを実施

　　することとなった。

・カルタ作成にかかる内容の絞り込み、絵や句の作成などの作業は、平 

   成 27 年度に実施することとなった。

　事業概要　

■本事業に参画した住民 のべ 63 名

■ワークショップの参加者 13 名（のべ 63 名）

 内訳：11/19（11 名）、12/3（11 名）、12/17（12 名）、1/14（13 名）、

  　2/6（8 名）、3/11（8 名）

■本事業の紹介

  なし（資料提供せず）
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海
会
寺
ハ
ス
い
っ
ぱ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
20
14
　
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
　

第
１
回
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ま
ず
は
話
し
合
う

01 日
時
：
平
成
26
年
５
月
８
日
（
木
）

 
10
：
30
～
12
：
00

場
所
：
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

参
加
人
数
：
15
名

■
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

10
：
30
　
あ
い
さ
つ

10
：
35
　
事
業
趣
旨
の
説
明

10
：
50
　
話
し
合
い
・
ハ
ス
の
花
見
学

12
：
00
　
終
了

■
ま
ず
は
意
見
交
換
か
ら
　
事
業
趣
旨
の
説
明
や
進
め
方
の
説
明
の
後
は
予
定
を
変
更
し
、
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
方
々

同
士
で
の
、
意
見
交
換
を
じ
っ
く
り
と
実
施
し
て
み
ま
し
た
。
不
安
や
期
待
、
各
自
の
思
い
な
ど
を
、
と
に
か
く
各
自
発
言
し

て
も
ら
う
こ
と
で
、
次
へ
の
準
備
体
操
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
　

「
海
会
寺
ハ
ス
い
っ
ぱ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
は
？

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
、
古
代
ハ
ス
を
栽
培
し
多
く
の
方

が
楽
し
め
る
場
づ
く
り
を
は
じ
め
ま
す
。
ハ
ス
の
花
の
あ
る

空
間
の
楽
し
み
方
を
考
え
、
実
践
し
て
み
た
い
方
、
か
つ
て

ハ
ス
の
花
（
の
軒
丸
瓦
）
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
海
会
寺
跡
を

再
び
！
が
目
標
。
８
月
８
日
に
「
ハ
ス
ま
つ
り
（
仮
称
）」
を

目
標
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

海
会
寺
と
い
え
ば
ハ
ス
の
花

飛
鳥
時
代
、
国
内
屈
指
の
寺
院
だ
っ
た
国
史
跡
海
会
寺
跡
。

海
会
寺
の
軒
先
を
飾
っ
た
軒
丸
瓦
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
ハ
ス
の

花
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
も
の
で
し
た
。
そ
の
端
正
な
デ
ザ
イ

ン
か
ら
は
、
海
会
寺
が
建
立
さ
れ
た
年
代
や
そ
の
背
景
が
読

み
取
れ
る
だ
け
で
な
く
、
当
時
の
人
々
の
心
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ハ
ス
の
花
で
い
っ

ぱ
い
だ
っ
た
海
会

寺
を
再
び

か
つ
て
の
海
会
寺
は
、

ハ
ス
の
花
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
軒
丸
瓦
で
い
っ

ぱ
い
で
し
た
。
こ
の
取

り
組
み
は
、
ふ
た
た
び

海
会
寺
跡
を
ハ
ス
の

花
で
い
っ
ぱ
い
に
す
る
取
組
み
で
す
。
住
民
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
、
毎
年
ハ
ス
を
栽
培
す
る
だ
け
で
な
く
、
ハ
ス
の
花
の

あ
る
空
間
（
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）
の
楽
し
み
方
を
考
え
、

実
践
す
る
と
り
く
み
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
育
て
て
、

増
や
し
て
、楽
し
ん
で
、ハ
ス
の
花
で
埋
文
と
海
会
寺（
の
あ
っ

た
史
跡
公
園
）
を
い
っ
ぱ
い
に
し
よ
う
！
が
目
標
で
す
。

育
て
る
ハ
ス
は
当
時
の
も
の

栽
培
す
る
の
は
古
代
ハ
ス
と
し
て
知
ら
れ
る
「
大
賀
ハ
ス
」

の
子
ど
も
た
ち
（
大
賀
ハ
ス
の
子
世
代
の
レ
ン
コ
ン
）。
約

20
00
年
前
の
地
層
か
ら
見
つ
か
っ
た
と
さ
れ
る
も
の
で
す
。

レ
ン
コ
ン
が
特
産
の
徳
島
県
板
野
郡
板
野
町
に
あ
る
徳
島
県

立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
か
ら
譲
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昨
年
の
シ
ー
ズ
ン
最
初
に
咲
い
た
ハ
ス

（
徳
島
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
提
供
：
平
成
25
年
6
月
２
７
日
）

海
会
寺
の
軒
先
を
飾
っ
た

ハ
ス
の
花
の
文
様
の
軒
丸
瓦

こ
の
取
り
組
み
に

参
加
し
て
み
た
い
方

大
歓
迎
で
す
！

問
合
せ
・
ご
意
見
は
、

泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
ま
で

TE
L:
07
2-
48
3-
67
89
　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：
m
ai
bu
n@
ci
ty
.se
nn
an
.lg
.jp

■
と
に
か
く
は
じ
め
て
み
よ
う

　
事
務
局
か
ら
の
事
業
趣
旨
の
説
明
の
あ
と
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
参
加
者
か
ら
出
た
意
見
は
、「
ほ
ん
と
に
咲
く
の
？
」と
い
っ

た
不
安
ま
じ
り
の
質
問
も
。
当
初
の
予
定
を
変
更
し
て
、
ま

ず
は
じ
っ
く
り
意
見
交
換
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
主
な
質
問
は
、「
8/
8
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
本
当
に
花
が

咲
く
の
か
」、
「
ハ
ス
を
ど
こ
に
植
え
る
の
か
？
」、
「
イ
タ
ズ

ラ
さ
れ
な
い
か
不
安
」、
「
花
の
大
き
さ
は
？
」、
「
ど
う
や
っ

て
育
て
る
の
か
？
」、
「
今
の
も
の
よ
り
色
が
地
味
な
の
で

は
？
」、
「
一
株
で
い
く
つ
花
が
咲
く
の
か
（
見
栄
え
は
ど
う

か
）」
と
い
っ
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、「（
花
が
咲
か
ず
と
も
）
浮
葉
を
楽
し
ん
で
み
た
ら
」、

と
い
っ
た
意
見
や
、「
コ
ン
テ
ナ
で
は
な
く
、
大
き
な
と
こ
ろ

に
植
え
て
み
よ
う
」
と
い
っ
た
提
案
も
あ
り
ま
し
た
。
と
に

か
く
は
じ
め
て
み
よ
う
か
と
い
っ
た
雰
囲
気
で
す
。

■
「
咲
く
か
も
し
れ
な
い
」
を
楽
し
む
場
づ
く
り

　
不
安
だ
ら
け
で
、
し
か
も
誰
に
も
分
ら
な
い
こ
と
も
あ
る

の
で
、「
咲
い
た
ら
ラ
ッ
キ
ー
、浮
葉
で
も
楽
し
め
る
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
と
り
あ
え
ず
は
じ
め
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
７
株
で
す
が
、
将
来
的
に
は
「
海
会
寺
跡
と
埋
文

を
ハ
ス
で
い
っ
ぱ
い
に
」
が
野
望
で
す
。

　
そ
こ
で
意
識
し
た
い
の
が
「
古
代
ハ
ス
」
と
海
会
寺
と
の

か
か
わ
り
。「
ハ
ス
だ
け
な
ら
ど
こ
に
で
も
あ
る
」
も
の
な
の

で
、
海
会
寺
と
ハ
ス
と
の
か
か
わ
り
を
意
識
し
た
場
づ
く
り

が
必
要
な
の
で
は
と
い
う
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

■
「
育
て
る
過
程
を
楽
し
む
」

　
ハ
ス
を
育
て
る
の
は
、
埋
文
に
あ
る
レ
ン
ガ
の
か
ま
ど
ベ

ン
チ
前
。
午
前
中
は
ベ
ン
チ
部
分
が
日
陰
に
な
る
の
で
、
ハ

ス
の
育
つ
様
子
を
、
日
陰
の
ベ
ン
チ
に
座
っ
て
、
じ
っ
く
り

観
察
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
目
標
は
8/
8
の
「
ハ
ス
ま
つ
り
（
仮
称
）」

　
８
月
８
日
に
開
催
す
る
「
ハ
ス
祭
り
（
仮
称
）」
の
ア
イ
デ

ア
に
も
話
は
及
び
ま
し
た
。「
何
人
ぐ
ら
い
の
来
場
を
見
込
ん

で
い
る
の
か
？
（
＝
10
0
名
ぐ
ら
い
を
想
定
）」
と
い
っ
た

質
問
か
ら
、「
早
朝
に
開
花
す
る
と
き
の
音
を
聞
く
会
（
早
朝

に
ポ
ン
と
い
う
音
を
た
て
て
開
花
す
る
と
の
こ
と
）」
や
、
お

祭
り
的
な
要
素
を
取
り
入
れ
て
は
と
の
提
案
も
あ
り
ま
し
た
。

8/
8
の
「
ハ
ス
ま
つ
り
（
仮
称
）」
に
む
け
て

　
ハ
ス
の
あ
る
場
所
を
楽
し
む
工
夫
を
、
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ

ア
を
出
し
合
っ
て
、形
に
し
て
実
践
し
ま
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
予
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。
途
中
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

２
回
目
「
目
標
の
設
定
」

　
平
成
26
年
　
5
月
22
日
（
木
）
午
前
10
時
～
正
午

３
回
目
「
ア
イ
デ
ア
だ
し
」

　
平
成
26
年
　
6
月
5
日
（
木
）
午
前
10
時
～
正
午

４
回
目
「
や
り
た
い
こ
と
を
具
体
的
に
」

　
平
成
26
年
　
6
月
19
日
（
木
）
午
前
10
時
～
正
午

５
回
目
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
し
て
み
る
」

　
平
成
26
年
　
６
月
26
日
（
木
）
午
前
10
時
～
正
午

 
＊
い
ず
れ
も
場
所
：
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

■
次
回
以
降
の
ご
あ
ん
な
い
■

次
回
ご
参
加
い
た
だ
け
る
方
に
　
宿
題
で
す

　
次
回
は
、
今
回
の
取
り
組
み
の
目
標
を
考
え
て
み
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
ハ
ス
の
あ
る
場
所
を
…
①
ど
ん
な
人
に
楽
し
ん

で
も
ら
い
た
い
か
？
、
②
ど
う
し
た
ら
そ
の
人
た
ち
に
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
の
か
？
、
③
ほ
か
に
意
識
す
る
べ
き
こ
と
は

な
い
の
か
？
で
す
。

　
ち
ょ
こ
っ
と
頭
の
片
隅
で
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
　

埋
文
で
順
調
に
？
生
育
中
の
ハ
ス

移
動
可
能
な
コ
ン
テ
ナ
で
栽
培
し
て
み
ま
し
た

海会寺ハスいっぱいプロジェクトニュースレター　１
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海
会
寺
ハ
ス
い
っ
ぱ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
20
14
　
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
　

第
2
回
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ど
ん
な
人
に
見
て
も
ら
う
？

ど
う
す
れ
ば
来
て
く
れ
る
？

02 日時：平成26
年
５
月
22
日
（
木
）

 
10
：
00
～
12
：
00

場
所
：
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

参
加
人
数
：
14
名

■
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

10
：
00
　
ふ
り
か
え
り

10
：
10
　
話
し
合
い

 
・
は
な
し
の
前
提
を
き
め
る

　
 

・
ど
ん
な
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
？

　
 

・
ど
う
す
れ
ば
楽
し
ん
で
（
見
に
来
て
）
く
れ
る
？

　
 

・
ほ
か
に
意
識
す
る
こ
と
は
な
い
か
？

11
：
40
　
話
し
合
っ
た
内
容
の
確
認

12
：
00
　
終
了

■
こ
の
日
の
な
が
れ
　
前
回
の
話
し
合
い
で
、
花
は
咲
く

の
か
な
ど
、
不
安
な
と
こ
ろ
は
あ
る
も
の
の
、「
と
に
か
く
は

じ
め
て
み
よ
う
」
と
な
っ
た
取
り
組
み
。
こ
の
日
は
、
ハ
ス

の
あ
る
場
所
を
…
①
ど
ん
な
人
た
ち
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た

い
か
、
②
ど
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば
そ
の
人
た
ち
は
楽
し
ん
で

（
ハ
ス
の
あ
る
場
所
に
来
て
）
く
れ
る
か
、
③
そ
の
ほ
か
に
意

識
す
る
こ
と
は
な
い
か
？
で
す
。

　
で
き
る
か
ど
う
か
は
後
回
し
に
し
て
、
ま
ず
は
や
っ
て
み

た
い
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
　

■
は
な
し
の
前
提
を
き
め
る
■

ハ
ス
そ
の
も
の
と
、
ハ
ス
の
あ
る
場
所
を
楽
し
ん
で
も
ら
う

　
何
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
の
か
を
、
全
員
で
考
え
て
み
ま
し

た
。
結
果
、
ハ
ス
そ
の
も
の
と
、
ハ
ス
の
あ
る
場
所
を
楽
し

ん
で
も
ら
う
こ
と
を
前
提
に
話
し
合
い
を
す
る
こ
と
に
決
定
。

　
ハ
ス
の
花
だ
け
に
こ
だ
わ
る
の
で
は
な
く
、
葉
っ
ぱ
で
も

Ｏ
Ｋ
。
ハ
ス
の
あ
る
場
所
を
、
ハ
ス
と
は
関
係
の
な
い
内
容

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
す
る
こ
と
で
、
埋
文
と
い
う
場
所
を
楽
し

ん
で
も
ら
う
こ
と
も
Ｏ
Ｋ
と
な
り
ま
し
た
。

■
誰
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
か
？
を
考
え
る
■

　
ハ
ス
と
、
ハ
ス
の
あ
る
場
所
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
の

は
ど
ん
な
人
か
？
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
メ
ン
バ
ー
が
思
い
描

く「
こ
ん
な
人
に
見
て
も
ら
い
た
い
」を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

目
標
は
一
人
10
枚
で
す
。

小
学
生
か
ら
老
人
ま
で
、
家
族
で
も

　
い
ち
ば
ん
多
か
っ
た
の
「
小
学
生
」。
ほ
か
に
も
「
幼
児
」、

「
幼
稚
園
児
」「
小
学
校
3
年
生
以
下
」「
中
学
生
」
の
ほ
か
「
わ

が
子
」
と
い
う
意
見
も
。

　「
大
人
」
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
い
う
意
見
の
な
か
に

は
、「
50
歳
~6
0
歳
」
や
「
60
歳
~7
0
歳
」
と
い
っ
た
年

齢
層
を
か
な
り
限
定
し
た
意
見
も
。

　「
老
人
」
と
い
う
意
見
に
は
「
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
」

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
車
い
す
で
も
楽
に
見
て
も
ら
え
る
よ

う
に
し
た
い
と
い
う
気
配
り
も
あ
り
ま
し
た
。

　「
一
緒
に
や
っ
て
く
れ
そ
う
な
人
」
に
も
来
て
も
ら
お
う

　「
イ
ベ
ン
ト
が
し
た
い
人
」、
「
遊
び
心
の
あ
る
人
」、
「
地
域

の
サ
ー
ク
ル
」、
「
女
性
の
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
」
な
ど
が
あ

が
り
ま
し
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
の
取
組
み
の
企
画
段
階

か
ら
、
一
緒
に
や
っ
て
く
れ
そ
う
な
人
と
言
え
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

お
客
さ
ん
と
し
て
楽
し
ん
で
も
ら
お
う

　
ほ
か
に
、「
歴
史
好
き
」
と
「
こ
れ
ま
で
埋
文
に
来
た
こ
と

の
な
い
人
」、
「
地
元
の
人
」
と
「
外
国
人
」、
「
花
・
植
物
の

好
き
な
人
」、「
古
代
ハ
ス
の
レ
ン
コ
ン
を
食
べ
て
み
た
い
人
」、

「
学
校
の
先
生
」
な
ど
。

ハ
ス
の
花
の
折
り
紙
。「
花
が
咲
か
へ
ん
の
や
っ
た
ら
、
こ
ん
な
ん
つ
く
っ
て
み
た

ら
ど
う
？
」
と
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
参
加
者
が
持
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。

ハ
ス
は
子
ど
も
に
と
っ
て
も
身
近
な
存
在
か
も
？

子
ど
も
が
大
好
き
な
ポ
ケ
ッ
ト
モ
ン
ス
タ
ー
に
、「
ハ
ス
ブ
レ
ロ
」
と
い
う
キ
ャ
ラ
が
い
ま
す
→ →→

？ど
ん
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
か

ご
覧
い
た
だ
き
た
い
方
へ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

「
ハ
ス
ブ
レ
ロ
」

を
検
索
！

■
次
回
ま
で
の
宿
題
　
も
う
一
度
考
え
ま
す
■

ハ
ス
の
あ
る
場
所
を
…
①
ど
ん
な
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た

い
か
？
、
②
ど
う
し
た
ら
そ
の
人
た
ち
に
楽
し
ん
で
も
ら
え

る
の
か
？
、
③
ほ
か
に
意
識
す
る
べ
き
こ
と
は
な
い
の
か
？

で
す
。
ち
ょ
こ
っ
と
頭
の
片
隅
で
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
次
回
以
降
の
ご
あ
ん
な
い
■

３
回
目
「
ア
イ
デ
ア
だ
し
」

　
平
成
26
年
　
6
月
5
日
（
木
）
午
前
10
時
～
正
午

４
回
目
「
や
り
た
い
こ
と
を
具
体
的
に
」

　
平
成
26
年
　
6
月
19
日
（
木
）
午
前
10
時
～
正
午

５
回
目
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
し
て
み
る
」

　
平
成
26
年
　
６
月
26
日
（
木
）
午
前
10
時
～
正
午

 
＊
い
ず
れ
も
場
所
：
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

こ
の
取
り
組
み
に
参
加
し
て
み
た
い
方

大
歓
迎
で
す
！

問
合
せ
・
ご
意
見
は
、
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
ま
で

■
ど
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば
楽
し
ん
で
く
れ
る
か
■

　
先
ほ
ど
考
え
た
、
楽
し
ん
で
（
来
て
）
も
ら
い
た
い
人
を

意
識
し
な
が
ら
考
え
て
み
ま
し
た
。
苦
戦
し
な
が
ら
…

「
子
ど
も
」
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
ア
イ
デ
ア
は
10
以
上

　「
ハ
ス
の
折
り
紙
」、
「
ハ
ス
の
葉
を
使
っ
た
工
作
」、
「
ハ
ス

の
葉
を
使
っ
た
お
皿
で
何
か
を
食
べ
る
」、
「
ハ
ス
の
花
の
観

察
」、「
お
絵
か
き
」
に
「
ぬ
り
え
」、「
ゲ
ー
ム
か
ク
イ
ズ
」
な
ど
。

ハ
ス
そ
の
も
の
を
使
っ
た
も
の
の
ほ
か
、
カ
ブ
ト
ム
シ
や
鈴

虫
の
展
示
、
魚
の
展
示
（
ハ
ス
の
樽
の
中
で
メ
ダ
カ
を
買
う
）

な
ど
。
3/
15
の
か
ま
ど
開
き
で
お
こ
な
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

う
ち
「
人
気
が
高
か
っ
た
も
の
」
を
実
施
し
よ
う
と
い
っ
た

も
の
や
、「
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
用
意
」
し
よ
う
と
い
う
意
見
も
。

ハ
ス
よ
り
団
子
、
た
く
さ
ん
来
て
も
ら
う
こ
と
も
大
切
！

　
花
も
い
い
が
、
や
は
り
食
べ
物
が
必
要
と
の
意
見
で
す
。

花
が
好
き
で
な
い
人
も
、
食
べ
物
が
あ
れ
ば
楽
し
め
る
は
ず
。

ハ
ス
に
こ
だ
わ
っ
て
、「
ハ
ス
の
パ
ン
（
花
の
か
た
ち
や
、
実

を
散
ら
す
な
ど
）」
、「
ハ
ス
の
葉
を
お
皿
に
し
て
お
菓
子
を
だ

す
」と
の
意
見
の
ほ
か
、「
餅
つ
き
」、「
お
茶
を
た
て
る
」、「
ソ
ー

メ
ン
流
し
」、
「
か
き
氷
」、
「
焼
き
そ
ば
」
な
ど
の
意
見
も
。

ハ
ス
葉
っ
ぱ
で
飲
み
物
を
！

　
大
人
が
楽
し
め
る
工
夫
と
し
て
、茎
が
中
空
の
ハ
ス
を
使
っ

て
、「
ハ
ス
酒
」。
も
し
く
は
そ
れ
に
類
す
る
も
の
を
で
き
な

い
か
と
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
要
検
討
で
す
が
…

や
は
り
展
示
に
講
演
会
も
！

　
歴
史
が
好
き
な
方
、
親
子
連
れ
、
花
が
好
き
な
方
に
は
、

ハ
ス
の
花
の
こ
と
、
古
代
ハ
ス
の
こ
と
、
海
会
寺
の
瓦
が
ハ

ス
の
花
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
わ
か
る
、「
パ

ネ
ル
展
示
」
や
「
講
座
」、
「
説
明
会
」
が
必
要
だ
と
の
意
見
。

ハ
ス
を
見
な
が
ら
風
鈴
を
聞
く
！

　
大
人
と
子
ど
も
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
の
工
夫
。
夏
の

音
と
い
え
ば
風
鈴
。
ハ
ス
の
あ
る
場
所
で
た
く
さ
ん
の
風
鈴

を
吊
る
し
て
、
風
鈴
の
奏
で
る
お
音
を
楽
し
ん
で
み
る
の
も

い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
涼
し
い
風
と
音
を
聞
き
な
が
ら
ハ

ス
を
眺
め
る
の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

歌
声
と
演
奏
と

　
埋
文
を
利
用
し
た
こ
と
の
な
い
人
に
と
っ
て
、
ほ
か
の
目

的
で
も
い
い
か
ら
と
に
か
く
来
て
も
ら
う
た
め
の
工
夫
。「
合

唱
」
や
「
吹
奏
楽
」
な
ど
が
候
補
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

触
れ
合
い
の
場
、
散
歩
コ
ー
ス
に
！

　
地
元
の
人
に
と
っ
て
は
、
日
常
の
な
か
に
落
と
し
込
ん
で

も
ら
う
工
夫
が
必
要
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ハ
ス
の
名
所

を
巡
る
散
策
マ
ッ
プ
な
ど
を
つ
く
っ
て
、
散
歩
コ
ー
ス
に
し

て
み
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

老
人
に
来
て
も
ら
う
た
め
に
、
デ
イ
セ
ン
タ
ー
に
呼
び
か
け
！

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
方
々
に
利
用
し
て
も
ら
う
に

は
、
施
設
に
来
場
を
促
す
の
が
一
番
で
は
な
い
か
と
の
意
見
。

帰
り
に
ハ
ス
の
折
り
紙
を
お
土
産
に
す
る
の
も
い
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

海会寺ハスいっぱいプロジェクトニュースレター　２
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海
会
寺
ハ
ス
い
っ
ぱ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
20
14
　
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
　

徳
島
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
手
紙

徳
島
で
は
、
昨
年
夏
に
ハ
ス
を
育
て
て

こ
ん
な
成
果
が
あ
り
ま
し
た
！

03 ■
徳
島
県
か
ら
の
お
手
紙
で
す
！
　
今
回
の
取
り
組
み
に
、
ご
支
援
い
た
だ
い
て
い
る
（
公
財
）
徳
島
県

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
。
大
賀
ハ
ス
の
レ
ン
コ
ン
を
分
け
て
も
ら
っ
た
お
礼
も
か
ね
て
、
こ
れ
ま
で
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
経
過
を
報
告
し
た
と
こ
ろ
…
お
手
紙
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
昨
年
度
の
徳
島
で
の
取
り
組
み
と
、
そ
の
成
果
な
ど
の
ほ
か
、
写
真
も
お
送
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。
新
聞
に

取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
か
な
り
の
反
響
が
あ
っ
た
と
の
こ
と

　
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
に
、
と
て
も
参
考
に
な
る
内
容
な
の
で
、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
に
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

泉
南
市
の
皆
さ
ま
 

　
ニ
ー
ス
レ
タ
ー
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 熱
心
な
取
り

組
み
を
な
さ
れ
て
い
る
み
た
い
で
す
ね
。
  

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
ハ
ス
」
を
目
当
て
に
セ
ン
タ
ー
に
来

ら
れ
た
方
は
、
6
月
～
7
月
で
10
00
人
程
度
で
し
た
。（
年

間
の
来
所
者
数
が
77
00
人
程
度
の
施
設
な
の
で
、
ハ
ス
バ

ブ
ル
で
し
た
。）
 

　
花
が
咲
い
た
と
き
に
、
新
聞
（
徳
島
新
聞
と
い
う
地
元
紙
）

の
一
面
に
掲
載
し
て
も
ら
え
て
、
そ
の
効
果
は
非
常
に
大
き

か
っ
た
で
す
。
 

　
地
元
板
野
町
の
方
や
県
内
各
地
、
阿
南
市
や
美
馬
市
な
ど

セ
ン
タ
ー
か
ら
車
で
1
時
間
以
上
か
か
る
人
も
た
く
さ
ん
来

ら
れ
ま
し
た
。
 

・
栽
培
に
つ
い
て
は
、
水
草
が
大
量
に
発
生
す
る
の
で
そ

　
の
除
去
に
手
間
が
か
か
り
ま
し
た
。
 

　
夏
に
な
る
と
水
温
が
高
く
な
り
ま
す
。
ど
れ
ぐ
ら
い
が

　
危
険
な
温
度
な
の
か
は
把
握
し
て
ま
せ
ん
。
 

　
同
時
に
水
か
蒸
発
す
る
速
度
も
速
い
の
で
、
冷
却
の
意

　
味
も
あ
っ
て
頻
繁
に
注
水
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

・
セ
ン
タ
ー
は
9：
30
開
所
、
月
曜
日
休
み
な
の
で
す
が
、

　
ハ
ス
は
朝
早
く
咲
く
の
で
7
時
ご
ろ
か
ら
見
学
者
が
こ

　
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
職
員
は
早
め
に
出
勤
し
説
明
対
応

　
し
ま
し
た
。
 

　
ハ
ス
が
咲
く
の
に
月
曜
日
も
休
所
日
も
な
い
こ
と
か
　

　
ら
、
月
曜
日
も
臨
時
開
所
し
ま
し
た
。
 

・
花
は
6
月
末
に
一
つ
目
が
咲
い
た
の
で
す
が
、
最
盛
期

　
は
7
月
下
旬
か
ら
8
月
上
旬
で
、
最
期
の
花
は
8
月

　
下
旬
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
最
盛
期
で
は
1
日
に
20
輪
ほ
ど
花
が
咲
く
日
も
あ
り

　
ま
し
た
。
 

　
平
成
25
年
度
は
花
が
た
く
さ
ん
咲
い
た
（
20
0
輪
ぐ

　
ら
い
　
途
中
で
数
え
る
の
や
め
ま
し
た
）
よ
う
で
、
今

　
年
は
裏
作
み
た
い
な
も
の
で
、
反
動
で
少
な
い
の
で
は

　
な
い
か
と
懸
念
し
て
い
ま
す
。
 

・
見
学
者
は
、
花
好
き
な
方
が
中
心
で
し
た
。（
老
若
男

　
女
で
す
ね
）。
初
め
て
埋
文
セ
ン
タ
ー
に
き
た
と
い
う

　
方
も
、
結
構
い
ま
し
た
。
 

　
子
ど
も
に
は
、
花
の
位
置
が
高
い
の
で
見
え
に
く
い
よ

　
う
で
し
た
。
ベ
ン
チ
を
台
に
し
て
見
や
す
く
す
る
な
ど

　
工
夫
が
要
り
そ
う
で
す
。
 

・
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
家
が
大
勢
来
ら
れ
ま
し
た
。
板
野
町

　
は
ハ
ス
畑
が
お
お
く
て
、花
も
珍
し
く
な
い
の
で
す
が
、

　
農
家
の
方
に
迷
惑
が
か
か
る
の
で
自
重
さ
れ
る
人
が
多

新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
の
も
あ
っ
て
、
ハ
ス
を
目
当
て
に
遠
く
か
ら
も
や
っ
て
き
た
と
か
！

公
財
）
徳
島
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
提
供

て

　
い
よ
う
で
す
。
 

　
当
セ
ン
タ
ー
の
ハ
ス
で
あ
れ
ば
接
近
し
て
の
撮
影
が
で

　
き
る
の
も
が
魅
力
の
よ
う
で
す
。
 

・
俳
句
を
詠
み
に
来
ら
れ
た
来
所
者
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

　
し
た
。
 

・
ハ
ス
の
種
が
た
く
さ
ん
で
き
ま
す
の
で
、「
欲
し
い
」　

　
と
い
う
方
も
多
い
で
す
が
、
配
布
し
て
い
い
か
ど
う
か

　
は
ち
ょ
っ
と
悩
ん
で
い
ま
す
。
 

　「
大
賀
ハ
ス
」
と
は
呼
べ
な
い
と
し
て
い
る
の
で
す
が
、

　
大
賀
ハ
ス
だ
と
認
識
し
て
栽
培
さ
れ
る
と
、
種
の
保
存

　
の
観
点
な
ど
に
問
題
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で

　
す
。
 

・
い
た
ず
ら
に
つ
い
て
は
、
実
害
は
な
い
で
す
が
、
お
盆

　
の
時
期
に
は
ハ
ス
花
泥
棒
が
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。【
そ

　
の
た
め
、
レ
ン
コ
ン
農
家
の
か
た
は
ハ
ス
畑
に
他
人
が

　
入
る
の
を
嫌
が
る
よ
う
で
す
】 

・
ハ
ス
の
利
用
と
し
て
は
、
ハ
ス
茶

　
や
レ
ン
コ
ン
ク
ッ
キ
ー
な
ど
が
あ

　
り
ま
す
。
こ
れ
は
現
在
の
ハ
ス
の

　
葉
や
レ
ン
コ
ン
を
利
用
し
た
も
の

　
で
す
。
 

・
花
が
咲
く
時
に
「
ポ
ン
」
と
音
が

　
す
る
の
か
？
と
い
う
　
質
問
は
よ

　
く
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
私
も
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

　
の
で
何
と
も
言
え
ま
せ
ん
が
、
レ

　
ン
コ
ン
農
家
の
方
の
コ
メ
ン
ト
で

　
は
「
花
が
咲
く
時
期
は
朝
方
う
る
　

　
さ
く
て
寝
れ
ん
わ
」
と
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
て

　
ま
し
た
。
 

　
蕾
が
膨
ら
ん
で
、
明
日
の
朝
に
は
咲
く

　
だ
ろ
う
と
い
う
　
花
を
狙
っ
て
、
一
度

　
朝
の
5
時
ご
ろ
に
確
認
し
に
行
き
　

　
ま
し
た
が
、
す
で
に
咲
い
て
お
り
、
確

　
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

　
も
っ
と
朝
早
い
の
で
し
ょ
う
か
。。
。。
 

・
古
代
ハ
ス
と
現
代
の
ハ
ス
の
違
い
は
？

　
な
ど
聞
か
れ
ま
す
。
大
賀
ハ
ス
の
特
徴

　
は
ネ
ッ
ト
で
も
検
索
で
き
る
の
で
す
　

　
が
、
実
物
を
見
た
こ
と
が
な
い
の
で
説

　
得
力
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

・
ハ
ス
水
槽
に
は
、
メ
ダ
カ
を
放
し
て
い
ま
す
。
ボ
ウ
フ

　
ラ
の
発
生
を
抑
え
て
く
れ
る
の
で
、
蚊
刺
さ
れ
対
策
に

　
も
な
り
ま
す
。
 

　
花
の
な
い
時
期
に
は
、
子
ど
も
が
メ
ダ
カ
を
見
つ
け
て

　
喜
ん
で
い
ま
す
。
 

　
あ
と
、
ヤ
ゴ
や
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
な
ど
も
知
ら
な
い
間

　
に
発
生
し
て
お
り
、
小
さ
な
ビ
オ
ト
ー
プ
と
し
て
も
面

　
白
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
 

・
地
元
板
野
町
の
方
の
「
埋
文
古
代
ハ
ス
」
の
認
知
度
は

　
割
と
高
い
よ
う
で
す
。
 

　
　
住
民
の
か
た
は
板
野
町
の
名
物
に
し
よ
う
と
、
休
耕
　

　
　
田
へ
の
移
植
を
役
場
や
町
会
議
員
さ
ん
と
一
緒
に
計
画

　
　
す
る
動
き
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

長
文
失
礼
し
ま
し
た
。
開
花
や
会
場
の
様
子
の
写
も
添
付
し

ま
す
。
 （
20
14
.5
.2
8
メ
ー
ル
に
て
）

最
盛
期
は
7
月
下
旬
か
ら
8
月
上
旬
、
一
日
に
20
輪
ほ
ど
咲
く
日
も

公
財
）
徳
島
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
提
供

昨
年
の
取
り
組
み
が
き
っ
か
け
で
、
板
野
町
名
物
に
し
よ
う
と
の
計
画
が
進
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

（
公
財
）
徳
島
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
提
供

海会寺ハスいっぱいプロジェクトニュースレター　３
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海
会
寺
ハ
ス
い
っ
ぱ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
20
14
　
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
　

第
3
回
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ど
ん
な
人
に
見
て
も
ら
う
？

ど
う
す
れ
ば
来
て
く
れ
る
？

04 日時：平成26
年
6
月
5
日
（
木
） 
10
：
00
～
12
：
15

場
所
：
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　
参
加
人
数
：
7
名

■
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

10
：
00
　
ふ
り
か
え
り

10
：
10
 プ
ロ
グ
ラ
ム
を
も
う
一
度
よ
く
考
え
て
み
る

 
①
「
四
角
を
埋
め
な
が
ら
考
え
る
」

 
②
「
ハ
ス
の
成
長
を
意
識
し
て
考
え
る
」

12
：
15
　
終
了

■
こ
の
日
の
な
が
れ
　

　
前
回
の
話
し
合
い
で
は
、
ハ
ス
の
あ
る
場
所
を
…
①
ど
ん

な
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
か
？
、
②
ど
う
し
た
ら
そ
の

人
た
ち
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
の
か
？
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て

も
ら
い
ま
し
た
が
…
話
が
広
が
っ
た
ま
ま
の
状
態
で
し
た
。

　
前
回
の
話
を
前
提
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
絞
り
込
み
や
、
合

体
が
で
き
な
い
も
の
か
考
え
ま
し
た
。絞
り
込
む
た
め
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
要
素
は
ふ
た
つ
。「
誰
に
」
と
「
い
つ
」
で
す
。

■
「
誰
に
」
を
意
識
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
再
考
■

皆
さ
ん
が
思
う
「
誰
に
」
で
、
４
つ
の
四
角
を
作
り
ま
し
た

　
前
回
考
え
た
「
誰
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
か
？
」。
ど
れ

も
具
体
的
な
意
見
で
よ
く
わ
か
る
の
で
す
が
…
一
人
10
枚
が

ノ
ル
マ
だ
っ
た
の
で
、
意
見
が
多
す
ぎ
て
、
結
局
「
み
ん
な

に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
」
に
み
え
る
結
果
に
。

　
焦
点
を
絞
っ
た
方
が
話
し
や
す
い
の
で
、
事
務
局
の
独
断

で
、「
誰
に
」
を
次
の
よ
う
に
整
理
し
ま
し
た
。

　
写
真
の
よ
う
に
、
相
反
す
る
属
性
を
縦
横
の
軸
に
お
い
た

四
角
を
作
成
。「
お
な
じ
み
さ
ん
（
歴
史
好
き
）」
↔
「
は
じ

め
て
の
人
（
歴
史
に
興
味
の
薄
い
人
）」
を
共
通
の
分
類
項
目

に
し
て
、
４
つ
の
四
角
を
つ
く
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
横

軸
が
、「
子
ど
も
」
↔
「
お
年
寄
り
」
の
も
の
、「
家
族
連
れ
」

↔
「
お
ひ
と
り
」
の
も
の
、「
お
花
（
ハ
ス
）
好
き
」
↔
「
花
（
ハ

ス
）
よ
り
団
子
」
の
も
の
、「
お
客
さ
ん
（
ゲ
ス
ト
）」
↔
「
一

緒
に
取
り
組
ん
で
く
れ
そ
う
な
人
（
将
来
の
ス
タ
ッ
フ
）」
の

も
の
で
す
。

主
役
の
ハ
ス
も
、
こ
ん
な
に
大
き
く
な
り
ま
し
た
!!

花
芽
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
が
…
→

　
今
日
の
作
業
は
、
４
つ
の
四
角
の
中
に
、
前
回
考
え
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
、
近
隣
博
物
館
に
よ
る
４
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、

落
と
し
込
み
な
が
ら
、
内
容
を
絞
り
込
む
作
業
で
す
。

「
家
族
連
れ
」
で
来
場
か
、「
ひ
と
り
」
で
来
場
か

　「
家
族
連
れ
」
の
「
お
な
じ
み
」
は
、
埋
文
の
固
定
客
。
こ

れ
ま
で
人
気
が
あ
っ
て
、
一
緒
に
来
た
幼
児
で
も
遊
べ
る
内

容
の
も
の
を
集
め
ま
し
た
。
反
対
に
「
家
族
連
れ
」
で
に
「
は

じ
め
て
の
人
」
に
は
、
は
じ
め
て
の
施
設
利
用
の
「
入
り
口
」

を
用
意
。
遊
び
の
要
素
を
重
視
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
意
識
。

　「
ひ
と
り
」
で
「
お
な
じ
み
さ
ん
」
も
し
く
は
「
は
じ
め
て

の
人
」
は
お
そ
ら
く
大
人
。
ハ
ス
の
花
+
寺
院
+
海
会
寺
跡

の
軒
丸
瓦
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
座
を
実
施
す
る
こ
と
に
。

「
子
ど
も
」
か
ら
「
お
年
寄
り
」
ま
で
の
年
齢
で
考
え
る

　「
子
ど
も
」
で
「
お
な
じ
み
」
の
埋
文
の
固
定
客
が
、
未
体

験
で
人
気
ア
リ
と
見
込
ま
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
古
代
衣
装
。

暑
い
の
で
弥
生
時
代
の
貫
頭
衣
に
。
対
し
て
「
は
じ
め
て
」

の
「
子
ど
も
」
に
人
気
が
あ
り
そ
う
な
の
は
「
フ
ェ
イ
ス
ペ

「
子
ど
も
」
か
ら
「
お
年
寄
り
」
ま
で
の
年
齢
で
考
え
る

「
家
族
連
れ
」
で
来
場
か
、「
ひ
と
り
」
で
来
場
か

■
次
回
ま
で
の
宿
題
　
具
体
的
に
考
え
る
■

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
場
所
と
、
時
間
帯
、
協
力
し
て
く

れ
る
ス
タ
ッ
フ
の
数
を
意
識
し
て
、絞
り
込
み
。場
所
は
原
則
、

館
内
。
使
え
る
の
は
埋
文
の
2
階
部
分
。
実
施
時
間
は
午
前

10
時
か
ら
午
後
3
時
を
予
定
で
す
。

■
次
回
以
降
の
ご
あ
ん
な
い
■

４
回
目
「
や
り
た
い
こ
と
を
具
体
的
に
」

　
平
成
26
年
　
6
月
19
日
（
木
）
午
前
10
時
～
正
午

５
回
目
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
し
て
み
る
」

　
平
成
26
年
　
６
月
26
日
（
木
）
午
前
10
時
～
正
午

 
＊
い
ず
れ
も
場
所
：
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

こ
の
取
り
組
み
に
参
加
し
て
み
た
い
方

大
歓
迎
で
す
！

問
合
せ
・
ご
意
見
は
、
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
ま
で
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イ
ン
ト
」。
合
体
さ
せ
て
ひ
と
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
。

　「
お
年
寄
り
」
で
「
お
な
じ
み
」
の
方
に
は
、
ハ
ス
の
花
の

折
り
紙
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
。「
は
じ
め
て
の
人
」
に
は
、
風
呂
敷

の
正
し
い
使
い
方
講
座
。
目
か
ら
う
ろ
こ
の
講
座
で
す
。

「
花
好
き
」
の
方
も
、「
花
よ
り
団
子
」
の
方
も

　
ハ
ス
の
花
を
目
当
て
に
来
る
「
お
花
好
き
」
に
は
、
展
示

を
用
意
。
い
ろ
ん
な
ハ
ス
の
写
真
展
と
、
蓮
の
花
の
い
け
ば

な
展
で
、
い
ず
れ
も
協
力
者
を
探
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。「
花

（
ハ
ス
）
よ
り
団
子
」
の
方
に
は
、
ハ
ス
に
由
来
の
食
べ
物
と

飲
み
物
を
用
意
。
候
補
は
、
ハ
ス
の
実
パ
ン
+
ハ
ス
の
実
菓

子
+
ハ
ス
ジ
ュ
ー
ス
を
ハ
ス
の
葉
に
乗
せ
て
提
供
。
ア
イ
デ

ア
優
先
の
案
な
の
で
、実
現
可
能
か
？
ほ
ん
と
に
あ
る
の
か
？

し
っ
か
り
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
お
客
さ
ん
」
か
「
一
緒
に
取
り
組
ん
で
く
れ
そ
う
な
人
」
か

　
来
場
者
の
大
半
は
「
お
客
さ
ん
」。
楽
し
そ
う
！
楽
し
い
！

や
っ
て
み
た
い
！
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
集
め
ま
し
た
。

　
一
方
、一
番
大
事
な「
一
緒
に
取
り
組
ん
で
く
れ
そ
う
な
人
」

に
は
リ
ク
ル
ー
ト
も
意
識
。
市
内
で
は
吹
奏
楽
や
マ
ン
ド
リ

ン
な
ど
の
部
活
動
が
活
発
…
な
の
で
市
内
の
演
奏
活
動
を
す

る
グ
ル
ー
プ
に
声
が
け
す
る
こ
と
に
。
発
表
の
場
と
し
て
の

利
用
が
見
込
ま
れ
る
か
ら
で
す
。

　
ハ
ス
の
利
用
方
法
と
し
て
、
ハ
ス
を
つ
か
っ
た
ク
ラ
フ
ト

展
も
実
施
。
将
来
的
に
は
育
て
た
ハ
ス
を
「
使
い
た
お
す
！
」

を
目
標
に
、
多
様
な
人
や
団
体
が
ア
イ
デ
ア
を
持
ち
寄
っ
て

実
現
で
き
る
場
を
作
っ
て
お
き
た
い
か
ら
で
す
。

■
「
い
つ
」
を
意
識
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
再
考

ハ
ス
の
育
つ
様
子
を
楽
し
む
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
ハ
ス
の
育
つ
様
子
や
育
て
る
過
程
を
楽
し
め
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
な
い
も
の
か
、
考
え
て
み
ま
し
た
。

　
候
補
は
、前
回
の
ア
イ
デ
ア
に
あ
っ
た
「
風
鈴
を
吊
る
す
」、

「
ハ
ス
の
塗
り
絵
」、
「
ハ
ス
の
お
絵
か
き
コ
ン
ク
ー
ル
」、
「
透

明
の
水
槽
に
ハ
ス
を
植
え
て
、
メ
ダ
カ
を
育
て
る
」、
「
日
陰

を
つ
く
る
」
な
ど
で
す
。

　
結
果
、
以
下
の
案
に
決
定
。
①
日
陰
で
風
鈴
の
音
色
を
聴

き
な
が
ら
ハ
ス
を
鑑
賞
で
き
る
場
を
作
る
（
透
明
の
水
槽
も

こ
こ
に
設
置
）。
②
ハ
ス
の
育
つ
様
子
を
、
自
由
に
ス
ケ
ッ
チ

し
、
日
に
ち
順
に
館
内
に
展
示
。
①
は
風
鈴
と
水
槽
を
提
供

し
て
く
れ
る
人
を
呼
び
か
け
、
お
日
陰
の
設
営
は
期
間
を
設

け
る
か
ど
う
か
検
討
す

る
こ
と
に
。
②
は
7
月

開
始
に
決
定
で
す
。

【
そ
の
他
の
話
し
合
い
項
目
】

①
提
案
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

う
ち
、
実
施
し
な
い
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
11
。主
に
屋
外
の
も
の
で
、

「
夏
向
き
で
な
い
」「
衛
生
面
に

不
安
あ
り
」
な
ど
の
理
由
で
見

送
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

②
宣
伝
は
「
誰
に
」
に
よ
っ
て

方
法
を
使
い
分
け
を
意
識
。

③
市
広
報
7
月
号
に
ハ
ス
の
紹

介
と
事
業
へ
の
協
力
依
頼
を
呼

び
か
け
る
こ
と
に
。

ハ
ス
の
開
花
前
か
ら
は
じ
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
お
客
さ
ん
」
か
、「
一
緒
に
取
り
組
ん
で
く
れ
そ
う
な
人
」
か
意
識
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
花
好
き
」
の
方
も
、「
花
よ
り
団
子
」
の
方
も
楽
し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

海会寺ハスいっぱいプロジェクトニュースレター　４



13

海
会
寺
ハ
ス
い
っ
ぱ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
20
14
　
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
　

第
4
回
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
っ
て
み
た
い
こ
と
を

具
体
的
に
考
え
て
み
る
！

05 日時：平成26
年
6
月
19
日
（
木
） 
10
：
00
～
11
：
50

場
所
：
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　
参
加
人
数
：
21
名

■
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

10
：
00
　
ふ
り
か
え
り

10
：
10
 ①
自
主
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
、
依
頼
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
分
 

 
　
け
る
。
→
本
当
に
や
り
た
い
も
の
を
残
す
。

 
②
依
頼
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
う
ち
、
お
任
せ
で
き
る
も

 
　
の
と
、
そ
う
で
な
い
も
の
を
分
け
る
。
→
で
き
 

 
　
る
も
の
を
残
す
。

 
③
自
主
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
う
ち
、
自
分
た
ち
で
で
き
 

 
　
る
も
の
と
、
そ
う
で
な
い
も
の
を
分
け
る
。

 
　
→
自
分
た
ち
で
、
で
き
る
も
の
だ
け
残
す
。

 
④
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
担
当
を
決
め
る
。
→
立
候
補
。

 
⑤
各
担
当
で
ち
ょ
こ
っ
と
だ
け
話
し
合
い
。

11
：
50
　
終
了

■
こ
の
日
の
な
が
れ

　
前
回
ま
で
に
出
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
案
は
32
。ち
ょ
っ

と
荷
が
重
す
ぎ
ま
す
。

　
で
す
の
で
、「
あ
っ
た

ら
い
い
な
」
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
は
な
く
、「
こ
れ
な

ら
で
き
る
」
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
選
び
、
担
当
を
決
め

る
の
が
今
日
の
目
標
。

本
当
に
や
り
た
い
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
ど
れ
か
、
自
分
が

で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ど

れ
か
を
意
識
し
な
が
ら
考

え
ま
し
た
。

↑
最
初
の
花
芽

6
月
16
日
に
Ｉ
さ
ん
が
発
見

６
月
24
日
に
２
個
目
が
出
ま
し
た
！

↑
お
よ
そ
2
時
間
の
話
し
合
い
で
き
ま
っ
た
、
8/
8
の
イ
ベ
ン
ト
案
。
担
当
も
ほ
ぼ
決
ま
っ
て
い
ま
す
！

■
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
（
平
成
26
年
7
月
初
旬
か
ら
8
月
）

「
ハ
ス
の
お
絵
か
き
展
示
会
」、
「
風
鈴
を
聞
き
な
が
ら
ハ

ス
を
眺
め
る
ベ
ン
チ
」、
 「
ハ
ス
の
写
真
展
」、
「
ハ
ス
の
ク

ラ
フ
ト
展
」、
「
空
き
缶
ク
ラ
フ
ト
展
」

■
ハ
ス
ま
つ
り
（
平
成
26
年
8
月
8
日
）

屋
外
の
自
主
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
案
）

「
落
書
き
バ
ン
ザ
イ
！
」

屋
内
の
自
主
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
案
）

「
ハ
ス
色
ミ
サ
ン
ガ
づ
く
り
」、
「
ス
ト
ロ
ー
管
玉
の
ネ
ッ

ク
レ
ス
づ
く
り
」、
「
ハ
ス
の
折
り
紙
教
室
」、
「
お
じ
い
ち
ゃ

ん
と
む
か
し
あ
そ
び
」、
「
な
り
き
り
！
原
始
人
」、
「
子
ど

も
お
茶
会
」、
「
生
け
花
展
」、
「
ハ
ス
の
パ
ン
と
飲
み
物
の

販
売
」、
「
ハ
ス
と
海
会
寺
の
話
」

■
次
回
は
ハ
ス
の
パ
ン
の
試
食
が
で
き
ま
す
！

　
さ
ん
さ
ん
ベ
ー
カ
リ
ー
の
山
﨑
さ
ん
と
相
談
し
な
が
ら
つ

く
っ
た
特
製
パ
ン
で
す
。「
夏
に
ぴ
っ
た
り
」
の
酸
味
の
あ
る

ク
リ
ー
ム
に
、
ハ
ス
の
実
甘
納
豆
の
ト
ッ
ピ
ン
グ
。
花
の
形

を
し
た
パ
ン
で
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
！

■
宿
題
で
す

担
当
が
決
ま
っ
て
い
る
人
は
…

　
コ
ー
ナ
ー
の
タ
イ
ト
ル
と
、
簡
単
な
説
明
を
考
え
て
み
て

く
だ
さ
い
。
た
と
え
ば
、
組
み
ひ
も
の
場
合
な
ら
、
タ
イ
ト

ル
は
「
や
り
た
い
放
題
！
昔
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
づ
く
り
」、
内

容
の
説
明
文
は
「
昔
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
、作
り
た
い
放
題
！

好
き
な
色
を
つ
か
っ
て
い
く
つ
で
も
作
れ
ま
す
」
と
い
っ
た

感
じ
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
際
の
指
針
に
な
る
よ
う
な

も
の
で
す
。

担
当
が
決
ま
っ
て
い
な
い
人
は
…

　
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
う
ち
ど
れ
を
や
っ
て
み
た
い
か
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
次
回
の
ご
あ
ん
な
い

５
回
目
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
し
て
み
る
」

　
平
成
26
年
　
６
月
26
日
（
木
）
午
前
10
時
～
正
午

 
＊
場
所
：
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

【
終
了
後
に
お
食
事
会
を
し
ま
す
】

　
こ
れ
ま
で
は
、
必
要
な
こ
と
だ
け
し
か
話
し
合
う
こ
と
が

な
か
っ
た
で
す
が
、雑
談
を
し
な
が
ら
、ご
飯
を
食
べ
な
が
ら
、

一
緒
に
時
間
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
（
各
自
で
お
弁
当

と
、
お
茶
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。）

こ
の
取
り
組
み
に
参
加
し
て
み
た
い
方
大
歓
迎
で
す
！
問
合
せ
・
ご
意
見
は
、
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
ま
で
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■
熊
取
町
で
ハ
ス
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す

「
長
池
オ
ア
シ
ス
 ハ
ス
ま
つ
り
」

日
時
　
7
月
13
日
(日
) 午
前
8
時
～
正
午
　（
雨
天
中
止
）

ハ
ス
酒
(象
鼻
盃
)、
ハ
ス
の
実
ぜ
ん
ざ
い
、 
野
点
（
各

10
0
円
）、
ハ
ス
茶
（
無
料
）、
タ
オ
ル
、
花
苗
他
の
販
売
、

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
、
フ
ラ
ダ
ン
ス

＊
会
場
に
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

所
在
地
：
大
阪
府
泉
南
郡
熊
取
町
長
池
3

ア
ク
セ
ス
：
JR
阪
和
線
熊
取
駅
よ
り
・
南
海
ウ
ィ
ン
グ
バ
ス

「
大
阪
体
育
大
学
前
・
熊
取
団
地
・
つ
ば
さ
が
丘
方
面
行
き
」 

熊
取
団
地
バ
ス
停
　
下
車
徒
歩
１
分

長
池
オ
ア
シ
ス
の
ハ
ス
（
20
14
年
6
月
21
日
）

屋
内
の
依
頼
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
案
）

「
お
顔
に
ら
く
が
き
♪
フ
ェ
イ
ス
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」【
協

力
：
大
阪
府
立
大
型
児
童
館
ビ
ッ
グ
バ
ン
】、
「
風
呂
敷
の

つ
か
い
方
教
室
」【
協
力
：
小
谷
城
郷
土
館
】、
「
紀
伊
風

土
記
の
丘
!!」
【
協
力
：
和
歌
山
県
立
紀
伊
風
土
記
の
丘
】、

「
作
ろ
う
！
世
界
で
一
つ
の
消
し
ゴ
ム
ま
が
玉
」【
協
力
：

大
阪
府
立
弥
生
文
化
博
物
館
】、
「
化
石
の
レ
プ
リ
カ
づ
く

り
」
も
し
く
は
「
チ
リ
メ
ン
モ
ン
ス
タ
ー
」【
協
力
：
き

し
わ
だ
自
然
資
料
館
】、
「
親
子
遊
び
」【
協
力
：
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り
】、
「
マ
ン
ド
リ
ン
の
調
べ
」【
協

力
：
信
達
中
学
校
】、
「
お
で
か
け
ガ
ス
科
学
館
」【
協
力
：

大
阪
ガ
ス
　
ガ
ス
科
学
館
】、「
み
ん
な
で
歌
お
う
」【
協
力
：

い
ず
み
バ
ン
ト
】、
「
け
ん
玉
教
室
」【
協
力
：
け
ん
玉
名
人
】

■
話
し
合
い
の
結
果
、
絞
ら
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
タ
イ
ト
ル
は
事
務
局
で
仮
に
つ
け
た
も
の
で
す
）

海会寺ハスいっぱいプロジェクトニュースレター　５
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第
5
回
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

プ
ロ
グ
ラ
ム
に

し
て
み
る

06 日時：平成26
年
6
月
26
日
（
木
） 
10
：
00
～
12
：
00

場
所
：
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　
参
加
人
数
：
14
名

■
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

10
：
00
　
ふ
り
か
え
り

10
：
10
　
①
本
当
に
で
き
る
か
再
考

 
　
・
場
所
が
狭
く
な
い
か
確
認

 
　
・
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
を
考
え
て
確
認

　
　
　
　
②
プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当
ご
と
に
詳
細
を
確
認

 
　
・
ブ
ー
ス
の
タ
イ
ト
ル
説
明
は
？

 
　
・
必
要
な
も
の
は
？

 
　
・
何
人
ぐ
ら
い
な
ら
相
手
が
で
き
そ
う
か
？

 
　
・
練
習
は
い
つ
す
る
か
？

12
：
00
　
終
了

　
　
　
　
＊
終
了
後
は
お
昼
ご
飯
を
食
べ
な
が
ら
雑
談
。

　
　
　
　
　
15
：
00
頃
ま
で
お
話
し
て
い
た
だ
い
た
方
も
。

■
こ
の
日
の
な
が
れ
　
前
回
ま
で
に
出
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
案

は
32
。
ち
ょ
っ
と
荷
が
重
す
ぎ
ま
す
。

　
で
す
の
で
、「
あ
っ
た
ら
い
い
な
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
な

く
、「
こ
れ
な
ら
で
き
る
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
選
び
、
担
当
を

決
め
る
の
が
今
日
の
目
標
。

本
当
に
や
り
た
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ど
れ
か
、
自
分
が
で
き
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ど
れ
か
を
意
識
し
な
が
ら
考

え
ま
し
た
。 ↑
最
初
の
花
が
咲
き
ま
し
た
（
7/
2
に
開
花
、
写
真
は
7/
3
に
撮
影
）

↑
当
日
の
ブ
ー
ス
の
配
置
。
と
に
か
く
や
っ
て
み
て
み
よ
う
！
と
な
り
ま
し
た

く
み
ひ
も

10
：
00
か
ら
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
　
何
も
な
し

10
：
40
か
ら
　
長
椅
子
並
べ
（
控
室
か
ら

10
：
50
か
ら
　
信
達
中
学
校
ギ
タ
ー
マ
ン
ド
リ
ン
部

11
：
20
か
ら
　
長
机
ふ
た
つ
運
び
込
み
（
控
え
室
か
ら

11
：
30
か
ら
　
大
阪
ガ
ス
・
ガ
ス
科
学
館
+
ま
が
玉

12
：
00
か
ら
　
昼
食
会
場
+
ま
が
玉

13
：
30
か
ら
　
大
阪
ガ
ス
・
ガ
ス
科
学
館
+
ま
が
玉

14
：
00
か
ら
　
長
机
２
つ
撤
収
（
控
室
へ

14
：
10
か
ら
　
い
ず
み
バ
ン
ド

15
：
00
　
終
了

ス
ト
ロ
ー

管
玉

折
り
紙

展
示
パ
ネ
ル

ま
が
玉

生
け
花

子
ど
も

お
点
前

・
小
紬
屋
か
ん
野

・
ハ
ス
の
写
真

・
ハ
ス
の
写
生
展

案
内
人

缶
バ
ッ
ジ

貫
頭
衣

山
田
家
さ
ん
の
長
椅
子

ミ
カ
ン
箱

茶
華
道
連
盟
さ
ん
持
ち
込
み

ま
い
ぶ
ん
の
机

ま
い
ぶ
ん
の
イ
ス

パ
ン
と
飲
み
物

風
呂
敷

チ
リ
モ
ン
→
化
石
レ
プ
リ
カ

ま
い
ぶ
ん
の
丸
テ
ー
ブ
ル

小
学
校
の
イ
ス

フ
ェ
イ
ス

ペ
イ
ン
ト

控
室
　
休
憩
室

＊
更
衣
室
は
１
階
の
畳
部
屋

＊
授
乳
室
は
１
階
の
畳
部
屋

1
階
へ

■
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
し
て
み
る

前
回
き
ま
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
本
当
に
で
き
る
の
か
を

考
え
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
意
見
は

あ
っ
た
も
の
の
「
と
に
か
く
や
っ
て
み
よ
う
」
と
の
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

次
に
話
し
合
っ
た
の
は
、
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
細
か
な
と
こ

ろ
。
何
を
ど
ん
な
風
に
す
る
の
か
、
具
体
的
な
話
し
合
い

で
す
。
館
内
に
机
を
並
べ
た
り
、
体
を
動
か
し
な
が
ら
の

話
し
合
い
に
な
り
ま
し
た
。

海
会
寺
ハ
ス
い
っ
ぱ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
20
14
　
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
　

■
ハ
ス
を
移
動
さ
せ
ま
し
た
！
（
6/
30
）

栽
培
チ
ー
ム
の
2
名
と
、
有
志
の
方
4
名
の
ご
協
力
で
、
ハ

ス
を
埋
文
正
面
に
移
動
。
柵
は
青
竹
を
く
み
上
げ
た
も
の
を

つ
く
り
、
ハ
ス
の
隙
間
に
は
、
ポ
ー
チ
ュ
ラ
カ
の
プ
ラ
ン
タ
ー

を
設
置
。
思
っ
た
以
上
の
出
来
栄
え
で
す
。

■
次
回
ま
で
の
宿
題

準
備
は
Ｏ
Ｋ
で
す
か
？
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い

本
番
ま
で
に
、
決
め
て
お
く
べ
き
こ
と
は
な
い
か
？
皆
さ
ん
で

話
し
合
う
べ
き
こ
と
は
な
い
か
？
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
当

日
の
開
始
か
ら
終
了
ま
で
イ
メ
ト
レ
し
て
み
る
と
、
考
え
や
す

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
各
チ
ー
ム
で
の
話
し
合
い
な
ど
、
埋
文

を
会
場
に
実
施
可
能
で
す
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

こ
の
取
り
組
み
に
参
加
し
て
み
た
い
方
大
歓
迎
で
す
！
問
合
せ
・
ご
意
見
は
、
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
ま
で
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随
時
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
に
、

チ
ョ
ー
ク
で
こ
の
日
だ
け
の
花
を

咲
か
せ
ま
す
。

鳥
取
県
立
博
物
館
で
人
気
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

協
力
：
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り
。
た
の
し
い

親
子
あ
そ
び
。
涼
し
い
館
内
で
あ
そ
ぼ
う
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

協
力
：
信
達
中
学
校
ギ
タ
ー
マ
ン
ド
リ
ン
部
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

協
力
：
大
阪
府
立
弥
生
文
化
博
物
館
・
無
料

・
先
着
50
名
。
ま
が
玉
は
弥
生
時
代
の

ア
ク
セ
サ
リ
ー
。
消
し
ゴ
ム
に
な
る

ね
ん
ど
を
使
っ
て
作
っ
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

協
力
：
大
阪
ガ
ス
  ガ
ス
科
学
館
・
無
料
・
先
着
30
名

-1
96
℃
の
液
体
ち
っ
素
を
使
っ
た
楽
し
い
実
験
！
冷
た

い
世
界
の
フ
シ
ギ
を
体
験
し
よ
う
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

協
力
：
い
ず
み
バ
ン
ト
。
心
温
ま
る
童
謡
を
思
い
切
っ

て
歌
お
う
！
シ
ン
グ
ア
ロ
ン
グ
！

協
力
：
さ
ん
さ
ん
ベ
ー
カ
リ
ー
・
1
個
15
0
円

先
着
20
0
名
。
花
の
形
の
ク
リ
ー
ム
パ
ン
に
、

ハ
ス
の
実
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
。
飲
み
物
も
販
売
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

無
料
・
先
着
30
名
。
ハ
ス
色
の
毛
糸
を
指
で
あ
ん
で
、

昔
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
円
・
先
着
10
0
名
。
昔
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
、
ス
ト
ロ
ー

を
使
っ
て
再
現
。
小
さ
い
お
子
さ
ん
で
も
簡
単
で
す
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

無
料
・
先
着
60
名
。
き
れ
い
な
ハ
ス
の
花
を
折
り
紙
に

し
て
持
っ
て
帰
り
ま
す
。
カ
エ
ル
も
セ
ッ
ト
で
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

協
力
：
池
上
曽
根
弥
生
学
習
館
・
無
料
。

貫
頭
衣
の
試
着
コ
ー
ナ
ー
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

協
力
：
大
阪
府
立
大
型
児
童
館
ビ
ッ
グ
バ
ン
・
無
料
。
水

溶
性
ク
レ
ヨ
ン
を
使
っ
て
、
顔
や
腕
に
落
書
き
し
ち
ゃ
お

う
!（
ク
レ
ヨ
ン
は
水
で
落
ち
ま
す
）

協
力
：
和
歌
山
県
立
紀
伊
風
土
記
の
丘
・
10
0
円
・
先
着

10
0
名
。
紀
伊
風
土
記
の
丘
の
ク
イ
ズ
に
答
え
て
、
自
分

で
風
土
記
の
丘
オ
リ
ジ
ナ
ル
バ
ッ
チ
を
作
ろ
う
！

協
力
：
小
谷
城
郷
土
館
・
体
験
の
み
は
無
料
・
和
柄
の
ミ

ニ
風
呂
敷
50
名
分
10
0
円
。
風
呂
敷
は
昔
の
人
の
必
須

ア
イ
テ
ム
。
風
呂
敷
を
つ
か
お
う
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

協
力
：
き
し
わ
だ
自
然
資
料
館
・
10
0
円
・
先
着
50
名
。

ア
ン
モ
ナ
イ
ト
や
モ
サ
サ
ウ
ル
ス
の
歯
化
石
の
レ
プ
リ
カ

づ
く
り
。
作
っ
た
レ
プ
リ
カ
は
持
ち
帰
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

協
力
：
き
し
わ
だ
自
然
資
料
館
・
無
料
。
チ
リ
メ
ン
ジ
ャ

コ
の
中
に
ま
じ
る
、
イ
カ
や
カ
ニ
の
子
ど
も
な
ど
を
さ
が

し
て
、
自
分
だ
け
の
チ
リ
モ
ン
カ
ー
ド
を
作
ろ
う
！

お
す
す
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
教
え
て
く
れ
る
。
笑
顔

と
竹
鉄
砲
が
目
印
。
竹
鉄
砲
が
も
ら
え
る
か
も
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ハ
ス
の
花
と
海
会
寺
と
の
深
い
つ
な
が
り
を
、
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
説
明
し
て
く
れ
る
。
ハ
ス
の
花
バ
ッ
ジ
が
目
印
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
布
、
き
も
の
地
の
再
現
。
手
作
り
小
物
。

泉
南
市
茶
華
道
連
盟
有
志
、
伝
統
文
化
子
ど
も
教
室
有
志
。

お
茶
と
お
菓
子
 大
人
30
0
円
・
子
ど
も
10
0
円
（
い
け

花
体
験
含
）。
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
お
点
前
な
ど
。

台
紙
と
色
鉛
筆
は
受
付
で
配
布
。
皆
さ
ん
が

描
い
た
絵
は
館
内
に
展
示
し
ま
す
。

風
鈴
を
、
生
育
中
の
ハ
ス
付
近
で
架
設
。

【
注
意
】
当
日
午
前
8
時
の
時
点
で
、
暴
風
・
大
雨
警
報
・
暴
風
警
報
・
洪
水
警
報
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
が
、
大
阪
府
全
域
・
泉
州
地
域
・
泉
南
市
の
い
ず
れ
か
で
発
令
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
中
止
で
す
。

■
次
回
の
ご
あ
ん
な
い

６
回
目
「
最
終
確
認
」

　
平
成
26
年
７
月
31
日
（
木
）
午
前
10
時
～
正
午

 
＊
場
所
：
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

【
今
度
も
終
了
後
の
に
お
食
事
会
を
し
ま
す
】

　
雑
談
を
し
な
が
ら
、
一
緒
に
時
間
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん

　
か
？
（
各
自
で
お
弁
当
と
、
お
茶
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。）

■
案
内
人
が
竹
鉄
砲
を
作

り
ま
し
た
（
7/
1）

案
内
人
の
2
名
が
、
竹
鉄
砲

を
作
成
。
竹
を
削
り
な
が
ら

の
2
時
間
。
懐
か
し
い
話
に
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
ば
っ
ち

り
！

↑
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
。
依
頼
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
、
調
整
済
み
で
す
。

海会寺ハスいっぱいプロジェクトニュースレター　6



15

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
！

ハ
ス
の
育
て
方
と

　
熊
取
町
で
の
取
り
組
み

07 ハスの育て方
　
専
門
家
に
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
　
ま
が
っ
た
茎
が
目
立
っ
て
き
た
古
代
ハ
ス
（
の
子
ど
も
た
ち
）。
ど

う
し
て
な
の
か
？
育
て
方
を
含
め
、
専
門
家
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
（
7/
3）
。
 

 

■
た
く
さ
ん
出
て
き
た
　
ま
が
っ
た
茎

6
月
半
ば
頃
（
化
成
肥
料
を
は
じ
め
て
や
っ
た
後
）
か
ら
、

茎
の
曲
が
っ
た
ハ
ス
が
目
に
つ
く
よ
う
に
。
そ
の
う
ち
に
、

ま
が
っ
た
茎
は
増
え
て
い
き
、
６
鉢
あ
る
ハ
ス
の
う
ち
、

３
鉢
が
ま
が
っ
た
茎
に
な
り
、
３
つ
め
の
花
芽
も
、
ま
が
っ

た
茎
に
。
ハ
ス
育
成
チ
ー
ム
の
方
を
通
じ
て
、
大
阪
府
農

と
緑
の
総
合
事
務
所
の
方
に
、
ま
が
っ
た
茎
の
原
因
な
ど

を
教
え
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

■
傷
が
原
因
か
も

ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
、
茎
に
傷
が
つ
い
た
た
め
。
虫
が

穴
を
あ
け
た
り
、
水
中
の
貝
が
傷
を
つ
け
る
こ
と
が
あ
る

そ
う
で
す
。
傷
が
つ
く
と
、
そ
の
部
分
だ
け
発
育
が
悪
く

な
り
、
ま
わ
り
の
部
分
と
成
長
に
差
が
出
て
、
ま
が
っ
て

し
ま
う
そ
う
で
す
。

こ
の
場
合
、
ま
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
よ
く
見
る
と
、
傷

が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
そ
う
で
す
。

あ
と
は
、
水
中
を
よ
く
探
し
て
み
て
と
の
こ
と
。
タ
ニ
シ

の
よ
う
な
巻
貝
の
小
さ
い
ヤ
ツ
が
あ
れ
ば
、
犯
人
は
お
そ

ら
く
そ
の
貝
だ
と
の
こ
と
。

■
ウ
ィ
ル
ス
が
原
因
の
場
合
も

他
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
ウ
ィ
ル
ス
な
ど
。
葉
や
茎
が
小

さ
く
、
他
の
も
の
と
比
べ
て
極
端
に
発
育
が
悪
か
っ
た
り

す
る
場
合
は
、
ウ
ィ
ル
ス
な
ど
の
理
由
も
考
え
ら
れ
る
そ

海
会
寺
ハ
ス
い
っ
ぱ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
20
14
　
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
　 う
で
す
。
こ
の
よ
う
な
株
は
、
次
の
年
に
植
え
替
え
は
行

わ
な
い
方
が
い
い
そ
う
で
す
。
ど
の
株
な
の
か
は
、
発
育

状
態
が
極
端
に
違
う
の
で
一
目
瞭
然
に
な
る
は
ず
、
と
の

こ
と
。
今
現
在
で
も
、
葉
が
小
さ
く
、
茎
が
細
い
株
が
確

認
で
き
ま
す
。

■
８
月
ま
で
は
ど
ん
ど
ん
成
長
、
葉
：
花
＝
１
：
１

7
月
初
旬
の
時
点
で
は
、
葉
が
少
な
く
ち
ょ
っ
と
寂
し
い
野

で
す
が
、
こ
れ
か
ら
葉
が
た
く
さ
ん
茂
る
そ
う
で
す
。「
花
芽

は
？
」
と
の
質
問
に
は
、
葉
１
本
に
花
芽
１
つ
が
基
本
だ
と

の
こ
と
。
う
ま
く
育
て
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
葉
と
花
が
１
：

１
に
な
る
は
ず
だ
そ
う
で
す
。

■
植
え
替
え
は
毎
年
、
レ
ン
コ
ン
は
美
味
し
い
か
も

花
を
つ
け
る
た
め
、
必
要
な
作
業
。
毎
年
5
月
の
連
休
ま
で

に
は
行
っ
て
お
く
作
業
。
３
フ
シ
で
１
鉢
が
目
安
で
す
。
注

意
す
る
の
は
、水
を
絶
や
さ
な
い
こ
と
（
凍
ら
せ
な
い
た
め
）。

土
は「
田
ん
ぼ
の
土
が
一
番
い
い
」そ
う
で
、肥
料
は「
ロ
ン
グ
」

が
便
利
だ
と
か
。
水
温
は
高
い
方
が
発
育
が
よ
く
、
鉢
で
植

え
て
い
る
場
合
も
、
照
り
返
し
な
ど
は
特
に
注
意
す
る
必
要

も
な
い
そ
う
で
す
。
レ
ン
コ
ン
は
「
細
い
タ
イ
プ
な
の
で
、

美
味
し
い
は
ず
、
食
べ
て
み
て
」
と
の
こ
と
。

熊
取
町
で
の
取
り
組
み
－
長
池
オ
ア
シ
ス

泉
南
地
域
で
ハ
ス
の
名
所
と
い
え
ば
、
熊
取
町
の
長
池
オ
ア

シ
ス
。
20
年
ほ
ど
前
の
た
め
池
整
備
の
段
階
か
ら
、
住
民

の
方
が
主
体
的
に
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
行
わ
れ
た

「
ハ
ス
ま
つ
り
」
で
、
こ
の
取
り
組
み
を
熱
心
に
さ
れ
て
い
る

住
民
の
方
に
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
（
7/
13
）。
 

■
長
池
オ
ア
シ
ス
っ
て
な
に
？

長
池
オ
ア
シ
ス
管
理
会
の
広
報
担
当
の
方
に
、
お
話
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
長
池
オ
ア
シ
ス
は
、
新
興
住
宅

地
の
中
に
あ
る
た
め
池
で
、
20
年
ほ
ど
前
に
、
府
と
町
で

整
備
し
た
水
辺
の
公
園
の
よ
う
な
施
設
。
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ

や
遊
歩
道
の
ほ
か
、
管
理
棟
や
ハ
ス
池
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

↑
管
理
棟
前
に
並
べ
ら
れ
た
ハ
ス
。
サ
ン
ポ
ッ
ト
を
使
っ
て
栽
培

日
常
的
な
管
理
は
、
周
辺
住
民
で
組
織
す
る
長
池
オ
ア
シ

ス
管
理
会
が
実
施
。

＊
詳
し
く
は
「
長
池
オ
ア
シ
ス
」
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

検
索
（
ht
tp
:/
/w
w
w
.e
on
et
.n
e.
jp
/~
na
ga
ik
eo
as
is
/）
。

■
泉
南
を
ハ
ス
で
い
っ
ぱ
い
に
し
ま
し
ょ
！

そ
の
方
に
よ
る
と
、
岬
町
で
も
、
た
め
池
で
ハ
ス
を
育
て

る
取
り
組
み
を
始
め
て
い
る
と
の
こ
と
。
ハ
ス
の
栽
培
を

を
、
泉
南
一
帯
に
ひ
ろ
め
、「
泉
南
一
帯
を
ハ
ス
の
花
で

い
っ
ぱ
い
に
し
ま
し
ょ
」
と
の
野
望
を
持
っ
て
い
る
と
か
。

さ
ら
に
、
話
は
は
ず
み
「
色
ん
な
と
こ
ろ
の
ハ
ス
を
見
て

歩
く
、
泉
南
ハ
ス
め
ぐ
り
を
し
ま
し
ょ
う
！
」、
「
育
て
方

な
ど
、
な
ん
で
も
情
報
交
換
し
ま
し
ょ
う
！
」、
「
合
同
研

修
に
行
き
ま
し
ょ
う
！
」、
「
一
緒
に
夢
を
見
ま
し
ょ
う
！
」

と
、
と
て
も
熱
心
な
方
で
し
た
。

■
住
民
の
手
作
り
-長
池
オ
ア
シ
ス
の
ハ
ス
ま
つ
り

主
催
は
、
長
池
オ
ア
シ
ス
管
理
会
。
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん

の
楽
し
そ
う
な
笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。
ハ
ス
の
実
ぜ
ん

ざ
い
、
ハ
ス
茶
、
ハ
ス
酒
（
象
鼻
杯
）、
な
ど
ハ
ス
を
テ
ー

マ
に
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
。
ハ
ス
の
実
ぜ
ん
ざ
い
に
使
わ

れ
て
い
る
実
、
ハ
ス
酒
に
使
う
ハ
ス
の
葉
は
、
長
池
で
育

て
た
ハ
ス
か
ら
と
っ
た
も
の
だ
と
の
こ
と
。
あ
い
に
く
の

曇
り
空
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
た
く
さ
ん
の
人
で
し
た
。

■
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
！

　
ハ
ス
を
育
て
る
の
に
ぴ
っ
た
り
の
植
木
鉢

長
池
オ
ア
シ
ス
で
は
、
大
き
な
円
形
の
植
木
鉢
で
ハ
ス
を
育

て
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
「
サ
ン
ポ
ッ
ト
」
と
い
う
商
品
で
、

大
き
さ
は
65
リ
ッ
ト
ル
の
も
の
。
穴
が
な
い
も
の
が
あ
る

の
で
、
ハ
ス
を
育
て
る
の
に
ぴ
っ
た
り
で
す
（
1
個
で
3,
00
0

円
ほ
ど
）。

【
提
案
が
あ
り
ま
し
た
】
タ
ラ
イ
で
ハ
ス
を
育
て
て
は
？

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
、ハ
ス
を
つ
か
っ
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
ふ
る
い
タ
ラ
イ
を
直

し
て
、
ハ
ス
栽
培
に
利
用
。
ふ
る
い
タ
ラ
イ
は
当
然
タ
ガ
が

緩
ん
で
い
る
の
で
…
直
し
て
使
い
ま
す
（
＝
タ
ガ
を
締
め
る

体
験
教
室
）。
対
象
は
子
ど
も
。
こ
れ
な
ら
、市
内
の
家
庭
に
、

古
代
ハ
ス
（
の
子
ど
も
た
ち
）
の
栽
培
が
ひ
ろ
が
る
か
も
？

↑
長
池
オ
ア
シ
ス
に
植
え
ら
れ
た
ハ
ス
（
緑
の
部
分
が
ハ
ス
）

こ
の
取
り
組
み
に
参
加
し
て
み
た
い
方
大
歓
迎
で
す
！
問
合
せ
・
ご
意
見
は
、
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
ま
で

TE
L:
07
2-
48
3-
67
89
　
　
　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：
m
ai
bu
n@
ci
ty
.se
nn
an
.lg
.jp

■
８
月
８
日
は
、
午
前
９
時
集
合
で
す

次
回
は
、
ハ
ス
フ
ェ
ス
タ
。
暑
い
時
期
で
す
の
で
、
体
調
が
悪

い
場
合
な
ど
、
遠
慮
な
く
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
い
。

 
■
集
合
時
間
 

8/
8（
金
）
9：
00

 
■
集
合
場
所
 

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

 
■
持
ち
物
 

昼
食
（
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
！
）

 
■
服
装
 
 

暑
い
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
軽
装
で

【
商
工
会
か
ら
】
泉
南
マ
ル
シ
ェ
に
出
展
し
ま
せ
ん
か
？

12
/1
4
に
開
催
す
る
泉
南
マ
ル
シ
ェ
に
、
ハ
ス
の
折
り
紙
教

室
や
、ハ
ス
色
ミ
サ
ン
ガ
づ
く
り
を
出
展
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

と
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
取
り
組
み
を
知
っ
た

泉
南
市
商
工
会
の
担
当
の
方
か
ら
で
す
。
8/
8
の
イ
ベ
ン
ト

後
で
す
が
、
今
回
の
取
り
組
み
を
、
た
く
さ
ん
の
人
に
知
っ

て
も
ら
う
機
会
。
興
味
あ
り
の
方
は
「
ま
い
ぶ
ん
」
ま
で
。

海会寺ハスいっぱいプロジェクトニュースレター　7
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「
ハ
ス
色
ミ
サ
ン
ガ
づ
く
り
」

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
メ
ン
バ
ー

　
参
加
者
80
名

「
ハ
ス
の
折
り
紙
教
室
」

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
メ
ン
バ
ー

　
参
加
者
60
名「
茶
席
・
体
験
生
け
花
」

　
泉
南
市
茶
華
道
協
会

　
伝
統
文
化
子
ど
も
教
室

　
参
加
者
14
3
名

「
古
代
ハ
ス
の
朝
露
で
お
習
字
展
」

泉
南
市
識
字
教
室

「
小
紬
屋
か
ん
野
作
品
展
」
小
紬
屋
か
ん
野

「
な
り
き
り
原
始
人
」

協
力
：
池
上
曽
根
弥
生
学
習
館

「
ス
ト
ロ
ー
ネ
ッ
ク
レ
ス
づ
く
り
」

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
メ
ン
バ
ー

参
加
者
11
2
名

「
限
定
！
ハ
ス
の
花
の

　
　
　
　
ク
リ
ー
ム
パ
ン
」

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
メ
ン
バ
ー

20
0
個
完
売

「
古
代
ハ
ス
の
子
ど
も
た
ち
」

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
メ
ン
バ
ー

初
年
度
か
ら
開
花
に
成
功
！

「
親
子
遊
び
」

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り

参
加
者
24
名

「
マ
ン
ド
リ
ン
の
調
べ
」

信
達
中
学
校
ギ
タ
ー
マ
ン
ド
リ
ン
部

参
加
者
45
名

「
み
ん
な
で
歌
お
う
」
い
ず
み
バ
ン
ド
参
加
者
25
名

無
事
に
終
了
！

ハ
ス
 フ
ェ
ス
タ

08 6
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
話
し
合
い
、
準
備
し
て
き
た
ハ
ス
フ
ェ
ス
タ
。
古
代
ハ
ス
の
子
ど
も
た
ち
の
花
は
、
持
た
な
か
っ

た
も
の
の
、
た
く
さ
ん
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
当
日
は
曇
り
空
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
来
場
者
は
約
50
0
名
。
親
子
連
れ

の
来
場
者
が
多
く
、
複
数
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
一
日
楽
し
ん
で
帰
ら
れ
る
方
も
結
構
い
た
よ
う
で
す
（
8/
8）
。
 

 

海
会
寺
ハ
ス
い
っ
ぱ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
20
14
　
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
　

「
古
代
ハ
ス
の
子
ど
も
た
ち
」

「
ス ワ
ー

参
加

小
紬
屋
か
ん
野
作
品
展
」
小
紬
屋
か
ん
野

「
古 泉

「
ハ 　 　
参

「
茶 　 伝

な
り
き
り
原
始
人
」

「
親
子
遊
び
」

「

茶
席
・
体
験
生
け
花
」

「
茶

小
「
小

「
ハ
ス
色
ミ
サ
ン
ガ
づ
く
り
」

歌
お
う
」
い
ず
み
バ
ン
ド
参
加
者
25
名

「
落
書
き
バ
ン
ザ
イ
」
協
力
：
鳥
取
県
立
博
物
館

「
限
定
！
ハ
ス
の
花
の

子
ど
も
た
ち
の
花
は

持
た
な
か

ハ
ス
フ
ェ
ス
タ
ま
で
の
事
業
概
要

■
本
事
業
に
参
画
し
た
住
民
 約
 1
00
名

■
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
　
6
回
　

参
加
者
24
 名
（
の
べ
 8
2 
名
）

内
訳
：
5/
8（
15
名
）、
5/
22
（
14
名
）、
6/
5（
7
名
）、

6/
19
（
21
名
）、
6/
26
（
14
名
）、
7/
31
（
11
名
）

■
チ
ー
ム
ご
と
の
あ
つ
ま
り
　
5
回

ハ
ス
の
移
動
と
柵
の
設
置
6/
30
（
6
名
）、
竹
鉄
砲
づ
く

り
7/
1（
2
名
）、
専
門
家
に
よ
る
ハ
ス
栽
培
の
現
地
指

導
7/
3（
2
名
）、
熊
取
町
長
池
オ
ア
シ
ス
の
見
学
7/
1（
5

名
）、
パ
ン
販
売
の
打
合
せ
8/
1（
2
名
）

■
イ
ベ
ン
ト
「
ハ
ス
  フ
ェ
ス
タ
」
の
参
加
者

 約
 5
00
 人
 （
内
訳
：
来
場
者
約
 3
80
 人
・
ス
タ
ッ
フ
約
 

12
0
人
）

■
本
事
業
の
紹
介

産
経
新
聞
朝
刊
：
泉
州
版
（
平
成
 2
6 
年
8 
月
 8
 日
）

「
作
ろ
う
！
世
界
で
一
つ
の

消
し
ゴ
ム
ま
が
玉
」

　
府
立
弥
生
文
化
博
物
館

　
参
加
者
66
名

「
お
顔
に
ら
く
が
き
♪

　
フ
ェ
イ
ス
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」

　
府
立
大
型
児
童
館
ビ
ッ
グ
バ
ン
　

　
参
加
者
89
名

「
風
呂
敷
の
使
い
方
教
室
」

　
小
谷
城
郷
土
館

　
参
加
者
52
名

「
楽
し
い
ク
イ
ズ
と

　
オ
リ
ジ
ナ
ル
缶
バ
ッ
ジ

　
紀
伊
風
土
記
の
丘
!」

　
県
立
紀
伊
風
土
記
の
丘

　
参
加
者
82
名

「
ち
り
め
ん
モ
ン
ス
タ
ー
」

　
き
し
わ
だ
自
然
資
料
館

　
参
加
者
46
名

「
化
石
の
レ
プ
リ
カ
づ
く
り
」

　
き
し
わ
だ
自
然
資
料
館

　
参
加
者
51
名

「
ハ
ス
フ
ェ
ス
タ
の
案
内
人
」

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
メ
ン
バ
ー

「
お
で
か
け
ガ
ス
科
学
館

　
液
体
ち
っ
素
の
実
験
」

大
阪
ガ
ス
　
ガ
ス
科
学
館

参
加
者
82
名

「
作
ろ
う
！
世
界
で
一
つ

「
お 　 大 参 「
風 　 　

「
化
石
の
レ
プ
リ
カ
づ
く
り
」

「
ち
り
め
ん
モ
ン
ス
タ
ー
」

　 　

「
ハ
ス
フ
ェ
ス
タ
の
案
内
人
」

「

古
代
ハ
ス
の

子
ど
も
た
ち
の

ハ
ス
の
成
長
記
録

3
月
 

徳
島
県
か
ら
郵
送

5/
3 

植
え
付
け
5
株

6/
6 

立
ち
葉
出
る

6/
17
 
ひ
と
つ
め
の
つ
ぼ
み

6/
30
 
ふ
た
つ
め
の
つ
ぼ
み

＊
施
設
正
面
に
移
設
し
柵
設
置

7/
1 

ひ
と
つ
め
開
花

7/
9 

ふ
た
つ
め
開
花

7/
9 

3
つ
め
の
つ
ぼ
み

7/
9 

4
つ
め
の
つ
ぼ
み

7/
9 

5
つ
め
の
つ
ぼ
み

7/
9 

6
つ
め
の
つ
ぼ
み

＊
こ
の
頃
よ
り
茎
曲
が
り
だ
す

7/
19
 
3
つ
め
開
花

7/
22
 
5
つ
め
開
花

7/
23
 
4
つ
め
枯
れ
る

 
6
つ
め
の
枯
れ
る

7/
25
 
7
つ
め
の
つ
ぼ
み

8/
4 

8
つ
め
開
花

8/
8 

ハ
ス
フ
ェ
ス
タ

こ
の
取
り
組
み
に
参
加
し
て
み
た
い
方

大
歓
迎
で
す
！

問
合
せ
・
ご
意
見
は
、
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
ま
で

TE
L:
07
2-
48
3-
67
89

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：
m
ai
bu
n@
ci
ty
.se
nn
an
.lg
.jp

「
お 　 　 　
参

「
楽
し
い
ク
イ
ズ
と

お
顔
に
ら
く
が
き
♪

お

海会寺ハスいっぱいプロジェクトニュースレター　8
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こ
れ
か
ら

ど
う
す
る
？

09 ハ
ス
フ
ェ
ス
タ
を
終
え
て
の
「
反
省
会
」　

今
年
の
5
月
か
ら
は
じ
め
た
こ
の
取
組
み
。
無
事
に
ハ
ス
の

花
も
咲
き
、
そ
の
お
披
露
目
イ
ベ
ン
ト
「
ハ
ス
フ
ェ
ス
タ
」

も
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ほ
っ
と
し
た
と
こ
ろ
で
の
話
し
合
い
の
テ
ー
マ
は
、「
こ
れ

ま
で
　
と
　
こ
れ
か
ら
」。
ひ
と
段
落
し
た
と
こ
ろ
で
、
こ

れ
ま
で
を
振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら
ど
う
し
て
い
く
か
を
話
し

合
い
ま
し
た
（
8/
22
）。
 
 

■
よ
か
っ
た
と
こ
ろ

　
ハ
ス
の
花
が
咲
い
た
こ
と

　
な
に
よ
り
、
ハ
ス
の
花
を
咲

か
せ
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
。

取
り
組
み
を
始
め
た
時
は
、
う

ま
く
い
く
か
ど
う
か
わ
か
ら
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
最
終
的
に

５
つ
の
花
を
咲
か
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
来
場
者
が
50
0
人
以
上
　
つ
ぎ
は
、
ハ
ス
フ
ェ
ス
タ
。

天
候
に
恵
ま
れ
た
こ
と
、
夏
休
み
に
開
催
し
た
こ
と
、
ハ
ス

の
花
＝
お
盆
と
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
ま
し
た
。
な
に
よ
り
、
来
場
者
が
50
0
人
以
上
で
、
し

か
も
親
子
連
れ
が
た
く
さ
ん
来
て
く
れ
た
こ
と
。
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
、「
ハ
ス
の
あ
る
場
所
」
を
、
い
ち
ば
ん
楽
し
ん

で
も
ら
い
た
い
人
た
ち
を
、
親
子
連
れ
に
設
定
し
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
内
容
を
決
め
た
の
で
す
が
、
こ
れ
が
う
ま
く
い
っ
た

と
い
っ
て
い
い
結
果
で
す
。

■
も
う
す
こ
し
工
夫
し
た
か
っ
た
こ
と

　
開
催
日
は
平
日
？
そ
れ
と
も
休
日
？
　
開
催
日
の
設
定

に
つ
い
て
は
、
立
場
に
よ
っ
て
都
合
の
よ
い
日
程
に
違
い
が

あ
る
よ
う
で
す
。

　
休
日
、
で
き
れ
ば
日
曜
日
が
い
い
と
い
う
意
見
は
、
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
参
加
し
て
く
れ
た
関
係
者
の
意
見
。
と
い
う
の
も

海
会
寺
ハ
ス
い
っ
ぱ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
20
14
　
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
　

今
回
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

参
加
し
て
く
れ
た
子
ど

も
た
ち
は
、
親
が
車

を
出
し
て
の
送
迎
で
会

場
に
来
ま
し
た
。「
平

日
は
仕
事
な
の
で
、
送

迎
を
頼
め
る
親
が
少
な

く
、
子
ど
も
の
様
子
を

見
に
来
れ
る
親
も
少
な

い
」
と
の
こ
と
。
も
っ
と
も
な
意
見
で
す
。

　
一
方
、
平
日
の
ほ
う
が
よ
い
と
い
う
の
は
、
今
回
来
場
し

た
方
々
の
意
見
。
今
回
の
来
場
者
数
人
に
話
し
か
け
た
と
こ

ろ
「
平
日
の
ほ
う
が
出
や
す
い
」
方
が
ち
ら
ほ
ら
。
近
所
で
、

平
日
に
、こ
う
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
る
と
「
あ

り
が
た
い
」
と
い
う
保
護
者
も
い
ま
し
た
。

　
ハ
ス
の
花
が
少
な
か
っ
た
　
い
ち
ば
ん
悔
や
ま
れ
た
の

は
ハ
ス
の
株
数
が
少
な
か
っ
た
こ
と
。
今
年
育
て
た
の
は
、
5

鉢
の
古
代
ハ
ス
の
子
ど
も
た
ち
と
、
２
鉢
の
Ｉ
さ
ん
か
ら
提

供
し
て
も
ら
っ
た
栽
培
種
だ
け
。
ハ
ス
を
目
当
て
に
、
来
場

し
た
方
々
は
「
あ
れ
だ
け
？
」
と
い
っ
た
感
想
の
方
も
。「
池

に
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
っ
て
い
た
」
や
「
こ
じ
ん
ま
り
し
て

る
な
あ
」
と
い
っ
た
意
見
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
も
っ
と
た
く

さ
ん
育
て
て
見
栄
え
の
す
る
も
の
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
の
意
見
で
一
致
で
す
。

残
っ
た
花
托
は
、
こ
ん
な
形
で
活
用
で
き
ま
す
（
小
紬
屋
か
ん
野
さ
ん
の
作
品
）
↓

　
仲
間
を
増
や
そ
う
！
　
つ
ぎ
に
意
見
が
出
た
の
は
、
ハ

ス
フ
ェ
ス
タ
の
際
の
「
人
手
不
足
」。
当
日
ご
活
躍
い
た
だ
い

た
方
々
は
「
会
場
全
体
も
み
た
か
っ
た
」
と
の
意
見
。
お
昼

ご
は
ん
の
時
間
は
何
と
か
確
保
で
き
た
も
の
の
、
自
分
の
受

け
持
つ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
来
場
者
が
多
く
、
余
裕
が

な
か
っ
た
か
ら
だ
と
の
こ
と
。
話
し
合
う
な
か
で
、
解
決
に

は
二
つ
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
数
を
増
や
す
。
仮
に
人
数
が
倍
に

な
れ
ば
、
半
日
は
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
参
加
し

な
が
ら
、
残
り
の
半
日
は
会
場
を
見
て
回
る
こ
と
も
可
能
に

な
り
ま
す
。

　
も
う
ひ
と
つ
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
事
前
申
込
制
に
す
る
こ

と
。
い
つ
で
も
だ
れ
で
も
参
加
で
き
る
現
状
を
、
事
前
申
込

み
に
し
て
時
間
帯
指
定
に
し
、
参
加
者
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
と
い
う
意
見
で
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
に
よ
っ
て
は
、
こ

の
方
式
が
よ
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
工
夫
　
こ
の
人
手
不

足
の
話
し
合
い
か
ら
さ
ら
に
話
は
発
展
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

う
ま
く
回
っ
て
も
ら
う
工
夫
は
な
い
か
と
の
話
題
に
。
午
後

の
コ
ン
サ
ー
ト
や
実
験
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
午
前
の
同
種
の

も
の
に
比
べ
参
加
者
が
少
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　
解
決
策
と
し
て
意
見
が
出
た
の
は
、
時
間
帯
で
内
容
を
区

切
る
こ
と
。
た
と
え
ば
午
前
中
は
コ
ン
サ
ー
ト
、
午
後
は
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
み
、
と
い
っ
た
具
合
で
す
。

　
こ
の
問
題
を
考
え
る
際
に
、
参
考
に
な
る
の
が
、
来
場
者

の
親
子
連
れ
の
意
見
。
午
前
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
チ
ケ
ッ
ト
集
め

と
順
番
待
ち
＝
コ
ン
サ
ー
ト
や
実
験
に
参
加
、
午
後
は
順
番

を
待
っ
て
い
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
、
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

午
後
の
コ
ン
サ
ー
ト
と
実
験
の
参
加
者
が
少
な
か
っ
た
の
は
、

こ
の
よ
う
な
動
き
を
す
る
来
場
者
が
大
半
だ
っ
た
か
ら
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

■
こ
れ
か
ら
　
ど
う
す
る
？

　
ハ
ス
は
植
え
替
え
、
来
年
も
育
て
る
　
場
所
は
そ
の
ま

ま
で
、
来
年
5
月
ご
ろ
に
植
え
替
え
を
す
る
こ
と
で
決
定
。

植
え
か
え
る
と
き
に
、
鉢
を
増
や
し
、
今
年
の
2
倍
程
度
に

す
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

　
こ
の
時
の
植
え
替
え
を
、
子
ど
も
と
一
緒
に
行
う
行
事
に

す
る
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
大
人
だ
け
で
、
た
だ
植
え
替
え

こ
の
取
り
組
み
に
参
加
し
て
み
た
い
方
大
歓
迎
で
す
！
問
合
せ
・
ご
意
見
は
、
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
ま
で

TE
L:
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2-
48
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る
だ
け
で
な
く
、
イ
ベ
ン
ト
に
し
て
、
こ
の
取
り
組
み
に
か

か
わ
っ
て
も
ら
う
人
を
増
や
す
工
夫
で
す
。

　
ベ
ン
チ
を
つ
く
る
？
　
鉢
が
増
え
れ
ば
、
座
る
と
こ
ろ

も
必
要
に
な
り
ま
す
。
レ
ン
ガ
の
ベ
ン
チ
を
も
う
一
つ
作
ろ

う
！
と
の
意
見
も
。
材
料
と
経
験
は
あ
る
の
で
、
あ
と
は
ど

う
す
る
か
を
考
え
る
だ
け
。
こ
れ
も
イ
ベ
ン
ト
に
す
る
と
、

こ
の
取
り
組
み
に
か
か
わ
っ
て
も
ら
え
る
人
を
増
や
す
こ
と

も
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ハ
ス
を
料
理
に
　
茎
の
曲
が
っ
た
株
も
、
育
て
て
お
く

こ
と
に
。「
ハ
ス
の
葉
を
つ
か
っ
た
料
理
用
」
と
し
て
、
レ
ン

コ
ン
料
理
用
（
事
務
局
の
意
見
）
と
し
て
、
活
用
で
き
る
か

ら
で
す
。
具
体
的
に
は
、「
ハ
ス
を
使
っ
た
男
の
料
理
教
室
」

と
い
っ
た
行
事
に
し
て
し
ま
っ
て
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ハ
ス
フ
ェ
ス
タ
は
来
年
も
開
催
　
ハ
ス
フ
ェ
ス
タ
は
来

年
も
開
催
。
開
催
時
期
を
、
ハ
ス
の
開
花
に
合
わ
せ
る
こ
と

で
意
見
が
一
致
。
た
だ
し
、
夏
休
み
で
も
7
月
い
っ
ぱ
い
は

「
学
校
の
行
事
が
多
い
」
と
の
こ
と
で
、
開
催
時
期
は
学
校
行

事
な
ど
を
把
握
し
、
重
な
ら
な
い
よ
う
に
設
定
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

■
と
り
あ
え
ず
　
次
は
？

こ
れ
か
ら
の
活
動
で
、
具
体
的
な
日
程
が
決
ま
っ
て
い
る
の

は
、
次
の
ふ
た
つ
で
す
。

「
大
学
生
と
考
え
る
文
化
財
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
」

9/
19
（
金
）
10
：
30
～
13
：
00
頃
ま
で

会
場
：
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

阪
南
大
学
の
学
生
さ
ん
と
の
取
り
組
み
で
、
市
内
の
文
化
財

を
観
光
の
視
点
で
活
用
し
て
み
よ
う
と
い
う
も
の
。
初
回
は

住
民
の
方
と
の
話
し
合
い
。
学
生
た
ち
は
、
こ
の
時
に
聞
き

取
っ
た
住
民
の
考
え
か
ら
、
具
体
的
な
プ
ラ
ン
を
考
え
ま
す
。

学
生
と
一
緒
に
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

「
泉
南
マ
ル
シ
ェ
」
へ
の
出
展
（
調
整
中
）

商
工
会
か
ら
ブ
ー
ス
の
出
展
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
て
い
ま

す
。
内
容
は
、
折
り
紙
と
ミ
サ
ン
ガ
づ
く
り
。
参
加
し
て
み

た
い
と
い
う
方
、
募
集
し
て
い
ま
す
。

12
/1
4（
日
）
10
：
10
～
14
：
30

会
場
：
泉
南
市
南
部
広
域
防
災
拠
点
（
り
ん
く
う
体
育
館
）

海会寺ハスいっぱいプロジェクトニュースレター　9



18

阪
南
大
学
と
取
り
組
む
文
化
財
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
  2
01
4　

第
2
回
「
地
域
の
課
題
を
探
る
」　

地
域
の
課
題
を
さ
ぐ
る

01 日
程
：
平
成
26
年
9
月
19
日
（
金
）

場
所
：
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

参
加
人
数
：
阪
南
大
学
（
9
名
）、
住
民
16
名

■
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

10
：
30
　
事
業
の
内
容
と
予
定
の
説
明
（
事
務
局
）

10
：
35
　
阪
南
大
学
で
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

10
：
50
 ・
住
民
が
思
う
、
我
ま
ち
自
慢

 
・
住
民
が
思
う
、
熱
心
な
人
た
ち
の
活
動

 
・
住
民
が
思
う
、
ま
ち
の
課
題

 
・
学
生
か
ら
の
質
問
や
提
案

12
：
35
 和
泉
先
生
か
ら
の
意
見

12
：
45
 学
生
と
の
昼
食
会

14
：
00
 
市
内
の
見
学
（
学
生
の
み
・
紀
州
街
道
界
隈
と
海
辺
）

17
：
00
 
終
了

「
文
化
財
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
」
と
は
？

　
文
化
財
は
地
域
の
創
造
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
資
源

と
し
て
、
ま
た
人
び
と
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
そ
の

多
面
的
な
価
値
が
再
評
価
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
域
ら
し
さ
の
あ
る
「
身
近
な
文
化

財
」
は
姿
を
消
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
指
定
文
化
財
な
ど
法
に

規
定
さ
れ
る
文
化
財
以
外
へ
の
対
応
は
、
十
分
と
は
言
え
ず
、

そ
れ
ら
を
保
護
す
る
具
体
的
な
仕
組
み
が
整
備
さ
れ
て
い
な

い
か
ら
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
文
化
財
の
新
た
な
価
値
を
見
出
し
活
用
し
、
地

域
で
保
護
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
促
進
す
る
こ
と
こ
そ
、
こ

れ
か
ら
の
文
化
財
行
政
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
い
え
ま

す
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
文
化
財
を
観
光
資
源
と
し
て
と
ら
え
、

地
域
の
活
性
化
と
文
化
財
保
護
を
両
立
で
き
る
仕
組
み
作
り

を
、「
域
学
連
携
」
で
継
続
的
に
実
践
す
る
も
の
で
す
。
 

　
課
題
解
決
に
は
、
オ
ー
プ
ン
で
フ
ラ
ッ
ト
な
話
し
合
い
の

場
で
行
い
ま
す
。
文
化
財
の
価
値
は
多
面
的
で
、
よ
り
多
く

の
担
い
手
に
よ
っ
て
多
面
的
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
で
、
多
面

的
な
価
値
が
見
出
さ
れ
る
か
ら
で
す
。「
域
学
連
携
」
に
よ
り

取
り
組
む
必
要
性
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
多
様
な
主
体
と
の
発
展
的
な
連
携
を
志
向
す
る

こ
と
で
、
こ
の
事
業
の
目
的
で
あ
る
「
自
律
的
な
文
化
財
保

護
の
仕
組
み
」
が
で
き
あ
が
る
は
ず
で
す
。

で
き
れ
ば
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
ま
で
！

　
お
お
よ
そ
以
下
の
予
定
で
す
す
め
ま
す
。
と
に
か
く
、
目

標
に
す
る
の
は
プ
ラ
ン
の
実
現
。
住
民
の
方
と
、
一
緒
に
取

り
組
む
こ
と
が
理
想
で
す
。

「
情
報
の
提
供
」
日
程
：
7/
28
　
場
所
：
阪
南
大
学

泉
南
市
職
員
に
よ
る
泉
南
市
の
現
状
に
つ
い
て
学
生
に
情

報
を
提
供
。
こ
れ
ま
で
の
文
化
財
な
ど
の
活
用
実
績
に
つ

い
て
。
 

「
課
題
を
探
る
」
日
程
：
9/
19
　
場
所
：
埋
文

地
域
課
題
を
探
る
、
も
し
く
は
設
定
さ
れ
た
地
域
課
題
に

つ
い
て
住
民
と
対
話
し
な
が
ら
理
解
を
深
め
る
。
 

「
現
地
調
査
」
日
程
：
２
回
程
度
　
場
所
：
泉
南
市
内

「
地
域
の
課
題
」
を
解
決
す
る
プ
ラ
ン
作
成
の
た
め
、
学

生
が
泉
南
市
内
を
現
地
で
確
認
。
 

「
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
日
程
：
未
定
場
所
：
埋
文

課
題
解
決
の
プ
ラ
ン
を
住
民
に
発
表
。
 

「
プ
ラ
ン
の
実
行
」
日
程
：
未
定
　
場
所
：
泉
南
市
内

学
生
が
設
定
し
た
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
プ
ラ

ン
を
、
住
民
と
と
も
に
実
施
。
 

和
泉
先
生
（
右
前
）
と
阪
南
大
学
3
回
生
の
皆
さ
ん
　

【
今
日
の
目
標
】

学
生
が
地
域
の
課
題
を
探
る
こ
と
。
彼
ら
が
提
案
す
る
プ
ラ
ン
の「
根
っ
こ（
コ
ン
セ
プ
ト
）」
に
な
る
か
ら
で
す
。

地
元
の
方
の
説
明
を
熱
心
に
聞
く
学
生
た
ち

こ
の
取
り
組
み
に

参
加
し
て
み
た
い
方
　
大
歓
迎
で
す
！

問
合
せ
・
ご
意
見
は
、

泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
ま
で
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今
後
の
予
定
　
12
月
頃
に
発
表
会
で
す
！

　
学
生
た
ち
は
そ
の
後
も
、
信
達
市
場
地
区
な
ど
、
泉
南
市
内
を
巡
っ
て

ま
ち
の
魅
力
を
さ
ぐ
り
、
同
時
に
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
箇
所
を
確
か

め
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
2
回
程
度
、
泉
南
市
内
を
訪
れ
、
今
日
話
し
合
っ

た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
プ
ラ
ン
作
り
に
入
り
ま
す
。

　
出
来
上
が
っ
た
プ
ラ
ン
は
、
泉
南
市
内
で
発
表
会
を
開
催
す
る
予
定
で

す
。
詳
細
が
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

■
我
ま
ち
自
慢
は
…

　
　
自
然
と
文
化
、

　
　
熱
心
な
ひ
と
た
ち

　
海
に
山
、
そ
こ
か
ら
見
え

る
景
観
な
ど
の
自
然
。
小
高

い
丘
に
あ
る
寺
院
か
ら
の
眺

望
。
紀
州
街
道
と
伝
統
的
家

屋
が
続
く
ま
ち
な
み
。
泉
南

の
魅
力
は
た
く
さ
ん
あ
り
そ

う
で
す
。

　
魅
力
を
活
か
し
活
動
を
す

る
熱
心
な
住
民
の
方
も
た
く

さ
ん
！
こ
の
方
々
も
ま
き
こ

ん
だ
プ
ラ
ン
も
ア
リ
か
も
？

■
課
題
は
○
○
が
な
い
？

　
住
民
の
方
か
ら
出
た
課
題

は
、
案
内
が
な
い
な
ど
○
○
が

な
い
と
い
う
意
見
。
ま
と
め
る

人
が
居
な
い
の
で
、
バ
ラ
バ
ラ

で
、「
ま
ち
を
好
き
に
な
る
き
っ

か
け
も
な
い
」
と
い
っ
た
も
の
。

　
仲
良
く
並
ぶ
巨
木
を
「
縁
結

び
ス
ポ
ッ
ト
」
に
す
る
な
ど
、

新
し
い
価
値
づ
け
魅
力
づ
く
り

を
し
た
り
、
○
○
が
な
い
改
善

に
向
け
て
活
動
す
る
グ
ル
ー
プ

の
活
動
の
場
づ
く
り
が
必
要
な

の
だ
と
の
意
見
も
。

文化財を活かした地域づくりニュースレター　１



19

阪
南
大
学
と
取
り
組
む
文
化
財
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
  2
01
4　

学
生
た
ち
の
中
間
報
告
会
に

参
加
し
て
き
ま
し
た

02 ちょこっと
お
知
ら
せ
　
12
/1
5
の
発
表
内
容

12
/1
5（
月
）
に
行
わ
れ
る
「
大
学
生
が
考
え
た
-地
域
資
源
を
活
か
し
た
観
光
ま
ち
づ
く
り

プ
ラ
ン
発
表
会
」。
11
/2
4に
中
間
報
告
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。そ
の
時
の
発
表
内
容
に
つ
い
て
、

一
足
先
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

企
画
の
前
提
は
、
地
域
住
民
の
課
題

企
画
の
前
提
と
な
る
「
地
域
の
課
題
」
の
う
ち
、
最
も
重
視

し
た
の
は
「
ま
ち
を
好
き
に
な
る
き
っ
か
け
が
な
い
（
住
民

が
自
分
の
街
を
好
き
に
な
る
き
っ
か
け
づ
く
り
）」
。
泉
南
市

の
強
み
と
し
て
、
海
や
山
、
歴
史
あ
る
街
並
み
や
そ
れ
ら
の

景
観
、
歴
史
や
文
化
が
あ
る
が
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
住
民

は
そ
の
良
さ
を
認
識
し
て
い
な
い
か
ら
だ
。

学
生
が
感
じ
た
泉
南
の
い
い
と
こ
ろ
は
「
海
」

泉
南
市
の
い
ち
ば
ん
の
魅
力
は
「
海
」。
学
生
に
と
っ
て
は
、

う
ら
や
ま
し
い
と
の
こ
と
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ゴ
ミ
な
ど

が
多
く
「
あ
ま
り
大
切
に
さ
れ
て
い
る
感
じ
は
し
な
い
」
と

感
じ
た
ら
し
く
、
ま
ち
の
財
産
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
な
い

の
で
は
と
の
認
識
だ
。

発
表
さ
れ
た
学
生
た
ち
の
企
画
（
一
部
の
み
・
詳
細
は
裏
面
）

住
民
か
ら
の
「
ラ
ブ
コ
ー
ル
」
に
答
え
る
内
容

把
握
し
た
住
民
側
か
ら
の
具
体
的
な
「
ラ
ブ
コ
ー
ル
（
協
力

要
請
）」
は
、
歴
史
的
ま
ち
な
み
の
活
用
つ
い
て
ア
イ
デ
ア
が

ほ
し
い
（
信
達
市
場
地
区
の
住
民
よ
り
）
と
、
漁
港
の
活
性

化
（
岡
田
浦
漁
協
さ
ん
か
ら
）。
こ
れ
に
答
え
る
内
容
だ
。

企
画
の
「
切
り
口
」
は
海

現
地
調
査
の
あ
と
学
生
は
、「
住
民
は
、
海
が
あ
る
利
点
に
気

付
い
て
い
な
い
か
も
？
」
と
の
意
見
が
出
た
と
か
。
な
の
で

今
回
の
企
画
の
切
り
口
は
「
海
」
と
し
た
と
の
こ
と
。

会
場
選
び
と
情
報
発
信
は
、
人
の
集
ま
る
と
こ
ろ
で

会
場
や
、情
報
発
信
の
「
拠
点
」
と
し
て
、「
駅
」
や
「
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
」
の
活
用
を
考
え
て
い
る
。
日
常
の
な
か
で

気
づ
い
て
も
ら
う
工
夫
が
必
要
だ
と
の
認
識
か
ら
だ
。

切
り
口

活
用
す
る
地
域
資
源

お
も
な
対
象

お
も
な
ア
イ
デ
ア

課
題
解
決
の
方
法

A
班

海

戎
畑
遺
跡

（
世
界
で
も
稀
な
遺
跡
「
た
こ
つ
ぼ
づ
く
り
」
の
ム
ラ
）

　
＋

タ
コ
ツ
ボ
漁

（
弥
生
時
代
か
ら
近
年
ま
で
続
く
伝
統
）

集
客
施
設
の
来
場
者

（
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
な
ど
）

①
地
域
+
学
生
+
埋
文
で
、

　
戎
畑
遺
跡
の
タ
コ
ツ
ボ
展

②
子
ど
も
「
タ
コ
ツ
ボ
づ
く
り
体
験
講
座
」

　
＊
保
護
者
は
そ
の
間
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

市
外
か
ら
の

良
い
評
価
を
得
る

↓

日
常
的
に
提
示

↓

ま
ち
を
好
き
に
思
う

住
民
を
増
や
す

岡
田
浦
漁
港

（
大
阪
湾
で
唯
一
の
地
引
網
体
験
）

岡
田
浦
漁
港
の
皆
さ
ん
で

タ
コ
ツ
ボ
漁
体
験
+
「
漁
師
メ
シ
」

B
班

海 ＋

歴
史
的

ま
ち
な
み

岡
田
浦
漁
港

（
学
校
な
ど
と
の
連
携
に
積
極
的
）

地
域
住
民

学
校
給
食
で
魚
を
提
供
+
漁
師
さ
ん
の
講
座
住
民
に
地
域
資
源
の

良
さ
を
知
る
機
会

↓

日
常
的
に
提
供

↓

ま
ち
を
好
き
に
思
う

住
人
を
増
や
す

樽
井
地
区

（
近
世
に
廻
船
業
で
繁
栄
）

樽
井
地
区
の
街
並
み
で
ま
ち
歩
き

（
ま
ち
の
故
事
来
歴
を
知
る
）

信
達
地
区
+
岡
田
浦
漁
港

（「
歳
の
市
」
+
街
道
沿
い
の
ま
ち
な
み
+
フ
ジ
）

漁
師
さ
ん
+
農
家
+
地
域
で

信
達
市
場
地
区
の
街
並
み
で
「
歳
の
市
」
を

復
活
（
藤
ま
つ
り
の
時
期
に
）

【
参
加
者
募
集
】
大
学
生
が
考
え
た

地
域
資
源
を
活
か
し
た
観
光
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
発
表
会

20
14
年
12
月
15
日
15
時
か
ら
17
時

会
場
：
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
・
申
込
み
は
、
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
ま
で
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こ
れ
ま
で
の
経
過

7/
28
「
情
報
の
提
供
」
場
所
：
阪
南
大
学

泉
南
市
職
員
が
学
生
に
情
報
を
提
供
。
ど
の
よ
う
な
地
域
資
源
が

あ
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
活
用
の
実
績
が
あ
る
の
か
な
ど
、
講
座

形
式
で
お
こ
な
っ
た
（
関
係
者
の
み
）。

9/
19
「
課
題
を
探
る
」
場
所
：
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

学
生
が
住
民
と
対
話
を
と
お
し
て
、地
域
の
課
題
を
探
る
こ
と
で
、

泉
南
市
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
機
会
。
参
加
し
た
住

民
か
ら
は
、「
自
然
と
歴
史
的
が
点
在
す
る
景
観
」
が
あ
る
一
方

で
「
ま
ち
を
好
き
に
な
る
き
っ
か
け
が
な
い
」
な
ど
と
い
っ
た
課

題
が
提
示
さ
れ
た
（
一
般
参
加
）。

10
/2
4・
11
/4
「
現
地
調
査
」
場
所
：
泉
南
市
内

こ
れ
ま
で
に
得
た
情
報
を
も
と
に
、
現
地
を
確
認
。
岡
田
地
区
、

樽
井
地
区
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
な
ど
を
見
学
し
た
。

11
/2
4「
中
間
報
告
会
」
場
所
：
阪
南
大
学

企
画
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
発
表
し
、
指
導
教
官
か
ら
の
指
導
を
受

け
る
機
会
。
泉
南
市
職
員
も
参
加
し
た
（
学
生
の
み
）。

今
後
の
予
定

12
/1
「
プ
レ
・
プ
レ
ゼ
ン
」
場
所
：
阪
南
大
学

本
番
と
同
じ
発
表
形
式
で
、
関
係
者
か
ら
の
指
導
や
助
言
を
得
る

機
会
。
今
年
度
は
大
阪
府
文
化
課
、
en
oc
o、
泉
南
市
の
職
員
が

参
加
す
る
予
定
（
関
係
者
の
み
）。

12
/1
5　
15
：
00
～
17
：
00
　【
参
加
者
募
集
】　

　「
地
域
資
源
を
活
か
し
た
観
光
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
発
表
会
」

　
場
所
：
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

大
学
生
の
視
線
で
考
え
た
地
域
資
源
を
活
か
し
方
を
、
住
民
に
提

案
。
会
場
か
ら
の
ご
意
見
を
得
な
が
ら
、
実
施
で
き
る
プ
ラ
ン
に

練
り
上
げ
る
の
が
目
標
で
す
（
一
般
参
加
）。

Ａ
班
の
内
容
　
　
＊
企
画
書
よ
り
抜
粋

【
デ
ザ
イ
ン
タ
イ
ト
ル
】

－
未
だ
見
ぬ
泉
南
の
魅
力
－

小
さ
な
タ
コ
壺
か
ら
の
大
き
な
可
能
性

【
活
用
す
る
資
源
】

戎
畑
遺
跡
出
土
遺
物
（
タ
コ
壺
）

岡
田
浦
漁
港

【
大
切
に
し
た
点
】

泉
南
市
の
歴
史
文
化
を
日
常
生
活
と
い
う
文
脈
で
捉
え
る

【
内
容
】

戎
畑
遺
跡
は
「
鎌
倉
時
代
の
タ
コ
壺
づ
く
り
の
村
」
で
あ
っ

た
こ
と
が
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

こ
と
を
出
発
点
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
地
域
づ
く
り
を

デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。

①
タ
コ
壺
の
展
示
　
蛸
壷
の
展
示
→
大
学
・
地
域
・
行
政

で
「
実
行
委
員
会
」
を
組
織
→
埋
文
と
ハ
ル
カ
ス
で
展
示

②
タ
コ
壺
づ
く
り
体
験
　
集
客
施
設
を
会
場
に
、
子
ど
も

は
タ
コ
壺
づ
く
り
→
そ
の
間
保
護
者
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

③
タ
コ
壺
漁
体
験
　
岡
田
浦
漁
港
に
協
力
を
求
め
実
施
。

と
れ
た
タ
コ
は
漁
師
メ
シ
に
し
て
食
べ
る
。

【
情
報
発
信
の
案
】

拠
点
は
「
駅
」
と
「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
」。
フ
ー
ド
コ
ー

ト
の
ト
レ
イ
敷
紙
を
、広
告
媒
体
に
。
市
内
の
4
駅
、シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
で
海
鮮
味
噌
汁
を
ふ
る
ま
う
。
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
モ
ー
ル
で
朝
市
を
す
る
。

B
班
の
内
容
 
 

＊
企
画
書
よ
り
抜
粋

【
デ
ザ
イ
ン
タ
イ
ト
ル
】

港
と
入
場
の
あ
る
風
景
－
せ
ん
な
ん
の
に
ぎ
わ
い
再
発
見

【
活
用
す
る
資
源
】

岡
田
浦
漁
港

樽
井
地
区

信
達
地
区

【
大
切
に
し
た
点
】

泉
南
市
の
地
域
資
源
を
セ
ッ
ト
で
と
ら
え
る

【
内
容
】

岡
田
浦
漁
港
の
地
引
網
体
験
を
、
違
う
取
り
組
み
に
つ
な

げ
る
。
信
達
地
区
の
「
歳
の
市
」
の
復
活
。「
廻
船
商
い
の

ま
ち
で
あ
っ
た
樽
井
地
区
を
周
知
。

①
学
校
給
食
と
「
漁
港
の
出
前
授
業
」　
漁
師
さ
ん
が
学
校

で
出
前
授
業
→
給
食
に
出
た
魚
の
説
明
や
漁
港
の
紹
介
を

お
こ
な
う
→
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
。

②
「
歳
の
市
」
を
藤
ま
つ
り
と
が
っ
ち
ゃ
ん
こ
　
昭
和
10

年
頃
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
「
歳
の
市
」
を
復
活

地
元
産

の
食
材
な
ど
を
販
売
→
当
時
の
衣
装
で
販
売
運
搬
→
時
期

は
藤
ま
つ
り
の
時
期
→
企
画
段
階
か
ら
学
生
が
関
わ
る
。

③
廻
船
の
ま
ち
、
樽
井
　
ま
ち
の
成
り
立
ち
＝
廻
船
業
で

あ
る
こ
と
を
、
ま
ち
歩
き
な
ど
で
知
っ
て
も
ら
う
。

【
情
報
発
信
の
案
】

拠
点
は
「
駅
」
と
「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
」。
泉
州
弁
の

館
内
放
送
で
。
チ
ラ
シ
、
ポ
ス
タ
ー
、
映
画
館
の
映
像
媒

体
を
利
用
。
イ
ベ
ン
ト
ブ
ー
ス
を
設
置
。

文化財を活かした地域づくりニュースレター　２
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阪
南
大
学
と
取
り
組
む
文
化
財
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
  2
01
4　

発
表
!!大
学
生
が
考
え
た

観
光
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン

03 日
程
：
平
成
26
年
12
月
15
日
（
月
）

場
所
：
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

参
加
人
数
：
阪
南
大
学
12
名
、
住
民
29
名

学
生
か
ら
提
案
さ
れ
た
プ
ラ
ン

【
今
日
の
目
標
】

学
生
の
ア
イ
デ
ア
を
も
と
に
、
会
場
全
体
で
「
実
施
し
た
い
プ
ラ

ン
」を
作
成
。
プ
ラ
ン
実
施
の
た
め
の「
担
い
手
グ
ル
ー
プ（
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
）
づ
く
り
」
ま
で
を
目
指
し
ま
し
た
。

■
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

15
：
00
 挨
拶
、
事
業
趣
旨
、
本
日
の
説
明
（
事
務
局
）

15
：
10
 阪
南
大
学
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
（
和
泉
先
生
）

15
：
30
 B
班
の
発
表

15
：
45
 A
班
の
発
表

16
：
00
 ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
実
施
し
た
い
!プ
ラ
ン
作
り
」

16
：
45
 「
各
班
で
実
施
し
た
い
！
プ
ラ
ン
」
発
表
会

17
：
00
 
和
泉
先
生
の
講
評

提
案
さ
れ
た
2
×
３
の
プ
ラ
ン

い
ず
れ
も
切
り
口
は
、
海
や
、
歴
史
的
な
街
並
み
。
岡
田
浦

漁
港
や
遺
跡
か
ら
見
つ
か
っ
た
タ
コ
壺
の
ほ
か
、
昭
和
初
期

ま
で
年
中
行
事
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
、
紀
州
街
道
沿
い
の

「
歳
の
市
」
や
、
近
年
数
万
人
の
来
場
者
で
人
気
の
「
藤
ま
つ

り
」
な
ど
を
か
ら
め
た
も
の
。
こ
れ
ら
の
プ
ラ
ン
を
実
施
す

る
こ
と
で
「
人
の
あ
た
た
か
さ
」
や
「
自
分
の
ま
ち
へ
の
誇
り
」

の
醸
成
を
目
指
し
た
も
の
で
す
。

　

大
学
生
が
提
示
し
た
プ
ラ
ン
か
ら
、「
実
施
し
て
み
た
い
プ
ラ
ン
」
に
す
る
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。

　「
前
の
め
り
」
な
参
加
者
と
一
緒
に
、
話
し
合
い
ま
し
た
。

で
き
た
ア
イ
デ
ア
が
下
の
表
で
す
!!

次
は
い
よ
い
よ
プ
ラ
ン
の
実
践
（
20
15
年
2
月
予
定
）
一
緒
に
取
り
組
ん
で
み
た
い
方
　
大
歓
迎
で
す
！

問
合
せ
・
ご
意
見
は
、
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
ま
で

TE
L:
07
2-
48
3-
67
89
　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：
m
ai
bu
n@
ci
ty
.se
nn
an
.lg
.jp

文化財を活かした地域づくりニュースレター　３
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一
緒
に
取
り
組
ん
で
み
た
い
方
　
大
歓
迎
で
す
！

問
合
せ
・
ご
意
見
は
、
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
ま
で

TE
L:
07
2-
48
3-
67
89
　
m
ai
bu
n@
ci
ty
.se
nn
an
.lg
.jp

阪
南
大
学
と
取
り
組
む
文
化
財
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
  2
01
4　

実
現
で
き
る
企
画
を
考
え
る

04 日
程
：
平
成
27
年
3
月
10
日
（
月
）

場
所
：
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

参
加
人
数
：
17
名

　（
阪
南
大
学
1
名
、
漁
協
関
係
者
2
名
、
住
民
12
名
、
行
政
2
名
）

【
今
日
の
目
標
】

昨
年
12
月
に
住
民
と
学
生
で
考
え
た
ア
イ
デ
ア
を
、
実
現
す
る

た
め
の
具
体
的
な
話
合
い
で
す
。「
あ
れ
も
こ
れ
も
」
と
な
り
が

ち
で
す
が
、
実
施
す
る
の
は
自
分
た
ち
！
の
前
提
の
も
と
、（
野

望
は
持
ち
つ
つ
も
）
実
施
可
能
な
企
画
立
案
を
目
指
し
ま
し
た
。

■
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
10
：
00
挨
拶
、
事
業
趣
旨
（
事
務
局
）

　
10
：
10
阪
南
大
学
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
（
和
泉
先
生
）

　
10
：
20
班
の
選
択
（
参
加
者
の
自
由
選
択
）

　
10
：
25
各
チ
ー
ム
で
企
画
会
議

　
 

　（
用
意
し
た
「
穴
埋
め
」
シ
ー
ト
を
使
う
）

　
11
：
45
「
私
た
ち
の
企
画
！
」
発
表
会

　
12
：
00
終
了

＊
こ
の
日
、
学
生
さ
ん
は
「
就
活
」
の
た
め
、
参
加
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

タ
コ
壺
で
泉
南
を
ア
ゲ
る
！

泉
南
市
は
タ
コ
壺
の
ま
ち
。「
タ
コ
壺

づ
く
り
の
村
」と
し
て
世
界
的
な
遺
跡
、

戎
畑
遺
跡
を
は
じ
め
と
し
て
、
弥
生
時

代
か
ら
現
在
に
い
た
る
ま
で
、
タ
コ
壺

漁
歴
数
千
年
の
歴
史
と
伝
統
を
持
つ
。

こ
の
地
域
資
源
を
活
か
し
た
観
光
ま
ち

づ
く
り
プ
ラ
ン
が
「
タ
コ
壺
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
す
。

こ
こ
ま
で
の
取
組
み
で
、
学
生
を
ア
イ

デ
ア
を
も
と
に
、
住
民
の
ア
イ
デ
ア
も

加
わ
っ
た
プ
ラ
ン
が
出
来
上
が
っ
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
問
題
な
の
が
、
果
た
し

て
実
現
で
き
る
の
か
？
こ
こ
か
ら
は
、

プ
ラ
ン
の
実
現
を
目
指
し
た
、
具
体
的

な
話
し
合
い
に
な
り
ま
す
。

や
り
た
い
こ
と
を
自
分
で
選
ぶ

和
泉
先
生
か
ら
の
お
話
の
あ
と
、
事
務

局
か
ら
の
こ
れ
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て

説
明
の
の
ち
、
本
番
で
す
。
ま
ず
は
、

こ
の
日
ま
で
に
決
ま
っ
て
い
た
３
つ
の

ア
イ
デ
ア
の
う
ち
、
ど
れ
を
取
り
組
ん

で
み
た
い
の
か
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に

選
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

自
分
た
ち
が
実
現
さ
せ
る
企
画

用
意
さ
れ
た
「
穴
埋
め
」
シ
ー
ト
を
順
番
に
こ
な
し
な
が
ら
、

各
班
と
も
話
合
い
を
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の

最
後
に
各
班
の
企
画
を
発
表

か
な
り
「
前
の
め
り
」
な
皆
さ
ん

和
泉
先
生
か
ら
の
話

が
資
金
と
安
全
面
。
や
り
た
い
こ
と
は
あ
る
け
れ
ど
、
本
当

に
で
き
る
の
か
？
で
き
る
方
法
を
皆
さ
ん
で
考
え
た
結
果
を

シ
ー
ト
に
ま
と
め
て
、
最
後
に
各
班
の
代
表
者
が
発
表
。
ど

れ
も
実
現
し
た
い
こ
と
を
見
据
え
た
実
現
可
能
な
内
容
で
す
。

■
次
回
の
予
定
「
タ
コ
会
議
（
定
例
会
）」
は
じ
め
ま
す
！

日
時
　
4/
17
（
金
）
13
時
～
15
時
・
埋
文
に
て

内
容
　
・
タ
コ
壺
づ
く
り
の
内
容
検
討
（
5/
9
埋
文
で
実
施
)

　
　
　
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
す
り
合
わ
せ
な
ど

こ
の
日
使
っ
た
シ
ー
ト

企画１　泉南戎
えびすばた

畑遺跡の「タコ壺」をつくろう！

タコ壺を昔の方法で作ってみようというもの。

ここで作られるタコ壺は、タコ壺のライトアッ

プ作品をつくる「sennan タコあかり」に使う。

主催：市民団体、住民有志、（行政）

対象：①大人と親子など（埋文行事で募集）

　　　②市内の小学生（小学校の授業で）

支援依頼先：阪南大、漁協関係者、市内小学校

実施時期：6 月までにタコ壺の完成を目指す

企画２　泉タコをとって、たべよう！

自分が作ったタコ壺でのタコ壺漁と、漁で獲れ

たタコを食べるプログラム。沖合で漁を実施す

る予定だが、安全管理など問題がありそうなの

で、メンバーだけで実施し課題の把握に努める。

主催：市民団体、住民有志

対象：まずはワークショップメンバー

支援依頼先：漁協関係者、観光協会

実施時期：7・8・9月の土日

企画３　sennan タコあかり !!

企画1で作ったタコ壺を積み上げて、ライトアッ

プするアートな取り組み。将来的には、アーティ

ストとの共同、サーチライト級のタコ壺イルミ

ネーションを野望に据えた最初の第一歩。

主催：市民団体 +住民有志

対象：まずは泉南市民

支援依頼先：漁協関係者、市民団体、商工会、

観光協会、行政

実施時期：8/30（既存事業への参加を打診）
【この日決められなかったこと】これらの取り組みへの阪南大学のかかわり方は、4月以降にじっくり相談します。

文化財を活かした地域づくりニュースレター　４
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日
時
：
平
成
26
年
11
月
19
日
（
水
）

 
10
：
00
～
12
：
00

場
所
：
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

参
加
人
数
：
11
名

■
カ
ル
タ
に
し
た
い
魅
力
は
？

ま
ず
は
「
な
ぜ
カ
ル
タ
づ
く
り
な
の
か
？
」
と
い
っ
た
事
業

の
趣
旨
を
事
務
局
か
ら
説
明
し
た
の
ち
、
自
己
紹
介
。
そ
の

後
は
、
自
由
に
話
し
合
い
を
進
め
な
が
ら
「
カ
ル
タ
で
伝
え

た
い
泉
南
市
の
魅
力
」
を
、
ひ
と
り
50
コ
考
え
ま
し
た
。

歴
史
や
文
化
、
方
言
、
風
景
や
街
並
み
、
出
来
事
や
記
憶
な
ど
、

こ
れ
は
!!
と
思
う
も
の
を
と
に
か
く
出
し
合
い
ま
し
た
。

結
果
、
10
7
個
の
ア
イ
デ
ア
が
出
ま
し
た
。

－
泉
南
の
魅
力
を
あ
つ
め
た
－
郷
土
カ
ル
タ
づ
く
り
　
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
　

第
１
回
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

カ
ル
タ
に
し
て
伝
え
た
い

泉
南
の
魅
力
は
？

01 な
ぜ
郷
土
カ
ル
タ
づ
く
り
を
す
る
の
？

個
性
豊
か
で
魅
力

あ
る
ま
ち
を
創
造

す
る
た
め
に
は
、

「
ま
ち
の
魅
力
（
＝

文
化
財
）」
を
認
識
・

活
用
す
る
場
と
機

会
が
必
要
で
す
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
ま
ち
の
魅
力
」を
、

認
識
す
る
た
め
の
場
と
機
会
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

暮
ら
し
方
の
変
化
に
よ
り
、
世
代
間
で
の
引
継
ぎ
が
困
難
に

な
る
ほ
か
、
転
入
者
に
と
っ
て
は
そ
の
機
会
す
ら
な
い
か
ら

で
す
。
泉
南
市
の
場
合
、
ま
ず
は
、
こ
れ
か
ら
の
暮
ら
し
方

に
合
わ
せ
た
、「
ま
ち
の
魅
力
」
を
認
識
・
活
用
す
る
き
っ
か

け
づ
く
り
が
必
要
と
い
え
ま
す
。

よ
り
多
く
の
人
と
、
作
っ
て
使
う
郷
土
カ
ル
タ

こ
の
取
り
組
み
は
、「
ま
ち
の
魅
力
」
を
認
識
・
活
用
す
る
き
っ

か
け
づ
く
り
の
道
具
と
し
て
、
郷
土
カ
ル
タ
を
作
成
し
ま
す
。

作
成
に
あ
た
り
、
オ
ー
プ
ン
で
フ
ラ
ッ
ト
な
場
で
カ
ル
タ
を

作
成
す
る
ほ
か
、
そ
の
過
程
も
展
示
な
ど
で
、
一
般
に
公
開

し
ま
す
。
作
成
過
程
自
体
も
「
ま
ち
の
魅
力
」
を
認
識
す
る

場
と
機
会
と
し
て
活
用
で
き
る
た
め
で
す
。
ま
た
、
住
民
の

参
画
で
き
る
機
会
を
最
大
限
設
け
ま
す
。
参
画
し
た
住
民
は
、

魅
力
発
信
の
担
い
手
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
た
め
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
泉
南
市
が
個
性
豊
か
で
魅
力
あ
る
ま
ち
で
あ

る
こ
と
を
、
効
果
的
に
市
内
外
に
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
る

は
ず
で
す
。
ひ
と
り
で
も
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。郷
土
カ
ル
タ
づ
く
り
の
な
が
れ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
カ
ル
タ
に
す
る
泉
南
の
魅
力
」

住
民
の
方
々
と
、
話
し
合
い
な
が
ら
「
カ
ル
タ
に
し
て
伝

え
た
い
泉
南
の
魅
力
」
と
「
イ
チ
オ
シ
の
良
さ
」
を
確
定
。

絵
札
づ
く
り

絵
札
の
イ
メ
ー
ジ
は
、

素
敵
な
水
彩
画
（
予
定
）

読
み
札
づ
く
り

市
内
の
小
学
生
が
考
え

た
句
を
採
用
（
予
定
）

カ
ル
タ
の
原
稿
完
成
（
20
15
年
9
月
予
定
）

こ
の
取
り
組
み
に
　
参
加
し
て
み
た
い
方
　
大
歓
迎
で
す
！

問
合
せ
・
ご
意
見
は
、　
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
ま
で

TE
L:
07
2-
48
3-
67
89
　
　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：
m
ai
bu
n@
ci
ty
.se
nn
an
.lg
.jp

以
下
の
３
回
の
話
合
い
で
、
カ
ル
タ
の
内
容
を
決
め
ま
す
。

　
次
回
以
降
の
予
定
---
---
---
---
---
---
---
---
---
---
---
--

　
12
/3
（
水
）　
「
カ
ル
タ
に
し
た
い
理
由
は
？
」

　
12
/1
7（
水
）「
場
所
と
理
由
を
く
っ
つ
け
る
」

　
1/
14
（
水
）　
「
小
学
生
に
引
き
継
ぐ
」

　
＊
午
前
10
時
~1
2
時
・
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
て

■
次
回
以
降
の
ご
あ
ん
な
い
■

【
宿
題
で
す
】
上
の
表
を
見
な
が
ら
、
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い

カ
ル
タ
に
し
た
い
と
こ
ろ
は
？
カ
ル
タ
に
し
た
い
理
由
は
？

①
「
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え
た
い
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の
魅
力
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に
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に

追
加
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え
た
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え
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だ
さ
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短
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文
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界
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。
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目
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ろ
、
10
7
個
の
「
カ
ル
タ
で
伝
え
た
い
魅
力
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が
集
ま
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ま
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た
（
下
表
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小
学
校
区
ご
と
に
並
べ
て
み
る
と
、
遺
跡
、
人
物
、
で
き
ご
と
、
産
業
、
自
然
、
食
材
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
あ
り
あ
そ
う
で
す
。
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■校区を決めていない「カルタにして伝えたい泉南市の魅力」　　【宿題②】ここにあるものを、どこの小学校にお願いするか、考えてみてください■

■各校区に振り分けた「カルタにして伝え

たい泉南市の魅力」

【宿題①】ここにあるもののほかに、各校

区で「カルタにして伝えたい泉南市の魅力」

がないか考えてみてください。その時に「な

ぜカルタにして伝えたいのか？」その理由

も併せて考えてみてください。

－泉南の魅力をあつめた－郷土カルタづくり　ニュースレター　

第 2回　ワークショップ

カルタにして伝えたい
理由も考える02

日時：平成26年12月3日（水）

 10：00～12：00

場所：泉南市埋蔵文化財センター

参加人数：11名

■カルタにして伝えたい理由も考える
前回出された 107 個の「カルタで伝えたい泉南市

の魅力」。この日までの宿題として、まだまだあるは

ずなので、皆さんに考えて頂きました。その結果、

出されたアイデアは 86 個。併せて 200 個近くにも

なりました。

　次に、それらを共通する条件をさがしながらグルー

ピング。結果、71のグループにまとめました。

問合せ・ご意見は、　泉南市埋蔵文化財センターまで TEL:072-483-6789　　
メールアドレス：maibun@city.sennan.lg.jp

以下の２回の話合いで、カルタの内容を決めます。

　次回以降の予定 -----------------------------------

　12/17（水）「場所と理由をくっつける」

　1/14（水）　「小学生に引き継ぐ」

　＊午前 10時 ~12 時・埋蔵文化財センターにて

■次回以降のごあんない■ カルタにして伝えたい理由を考えてみてください

現在あげられている「カルタにして伝えたい泉南の

魅力」は 200 個。その理由をもう一度、考えてみて

ください （できるだけ短い文章。たとえば「泉ダコ」

の場合、「世界一美味だから」など）。カルタにする

魅力に過不足がないかが、整理するためです。　

■作業の進め方
今回のワークショップは、カルタづくりの肝となる部分です。今のところ、ここで決められた「カルタにして

伝えたい泉南市の魅力」にをもとに、絵札の図柄や構図まで決め込む予定です。また、読み札の肝となる部分

も、ここで決めるので、読み札のおおよその内容もここで決まってしまいます。これからだんだんややこしく

なりますが、もう一息です。事務局もあたふたしておりますので、もっともうすればとかご意見大歓迎です。

林昌寺のツツ

ジがきれい

林昌寺の庭が

ステキ
林昌寺にはシ

イの実がある

林昌寺には石

造物が多い

林昌寺のツツジがきれい

林昌寺
林昌寺の庭がステキ

林昌寺にはシイの実がある

林昌寺には石造物が多い

↓

↓ ↓

①まずはとにかく考える

②次にまとめて

たとえばですが…

「し」シイの実と　庭とツツジの　林昌寺

「り」林昌寺　庭のツツジが　きれいだよ

④読み札づくり

③絵札づくり

左の図はあくまで目安です

が、作業の進み方を簡単に

まとめたものです。

このワークショップでは、

図中の②まで決めて、③は

作画担当の職員に、④は市

内の小学生にお願いする予

定です。

発行部数 100 万部の郷土カルタ「上毛カルタ」を目指しませんか？
「上毛かるた（じょうもうかるた）は、1947 年（昭和 22年）に発行された郷土かるたである。群馬県の土地、人、出

来事を読んでいる（全 44枚）。上毛とは群馬県の古称。毎年 1月の予選大会の後、2月に行われる上毛かるた県競技大

会に向けて、群馬県内の子供たちは、冬休みを利用するなどして練習に励む。そのため、子供時代を群馬県で過ごした

人は、かるたの読み札をほぼ暗記している。（ウィキペディア「上毛カルタ」より抜粋）」

郷土カルタづくり事業ニュースレター　２
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－泉南の魅力をあつめた－郷土カルタづくり　ニュースレター　

第 3回　ワークショップ

「カルタにして伝えたい
　泉南市の魅力」を合体 !!03

日時：平成26年12月17日（水）

 10：00～12：00

場所：泉南市埋蔵文化財センター　参加人数：12名

■これまでは、107（11/19）→ 193 を 71（12/3）
前回 71 コまで絞り込んだ「カルタにして伝えたい泉南

市の魅力」。この日は、71個に 5個のご新規さんを追加

したのち、一緒にできるものを合体させて 58 個まで絞

り込むことができました。

　何よりの成果は、読み札の作り方を皆さんで考えて

決めたこと。このワークショップで「カルタにして伝

えたい泉南市の魅力」を、「いろは」の 44個まで絞り

込み、小学校に句づくりを依頼。「いろは」の振り分け

は、句ができてから小学校の先生方と考えることにし

ました。

■カルタの作り方も、話し合い（ワークショップ）で決定しよう！
　事務局の予定では、この日までに「カルタにして伝えたい泉南市の魅力」を絞り込みと、それらを学校ごとに割

り振りまで…と思っていたのですが、予定を変更し、カルタの作り方を話し合うことにしました。「いろは」を誰が

指定したらいいのか、じっくり考えてみようとの意見があったからです。

　話し合いの前提として、句をつくる小学校の先生方に確認したところ「どちらでもよい」とのこと。「いろは」を

指定して句づくりを依頼しでもよし、句をつくりながら先生方もふくめて「いろは」を調整するのもよし、です。

■一番いい句をつくってから「いろは」にふりわけ。
　まずは、二者択一で考えてみました。句の頭文字を絵札の文字とするか、句の途中で区切りのいいところにある

文字を絵札の文字とするか、です。結局、この論点ではうまく話がまとまりませんでした。

　次に、何が一番大事かと考えてみました。話ははずみ、もっとも尊重すべきなのが、句の作者の意図（子どもの意見）

だということで意見が一致。これを最大限尊重するため、絵札の文字＝読み札の句の区切りのいい単語の頭文字に

することに（以後説明が長くなるので、このやり方を「百人一首のような方式」と名付けます）。出来上がった句を

最大限尊重したまま、読み札に使用することにつながるとの配慮からです。

■目標は、「カルタにして伝えたい泉南市の魅力」+「付随する素材」+「見本の句」+「位置図」を 44 個。
　句作りを小学校に引き継ぐための資料の構成も話し合いました。

結果、「いろは」の 44個まで絞り込んだキーワードに、付随する

要素 +句の見本 +地図上での位置をそれぞれまとめたものになり

ました。たとえば、「林昌寺」という「キーワード」に、「庭がきれい、

ツツジがキレイ、シイの実がある、八十八か所めぐりがある、…」

といった「付随する要素」、「ツツジ庭園　林昌寺　シイの実片手

に四国めぐり」といった「見本の句」、に林昌寺の位置を地図上に

示すところまでがこのワークショップの目標です。

■次回、話し合いましょう「絵札はの構図はどうやって

決めるのか？」
　絵札のことも考えながら、「カルタにして伝えたい泉南市の魅力」

を 44 個に確定したり、句づくりをしないと、作画が難しくなる

のではとの心配からです。これから考えるべき事柄だと思います。皆さんもどうするのが一番いいのか？考えてみ

てください。次回に話し合いましょう。
問合せ・ご意見は、　泉南市埋蔵文化財センターまで

TEL:072-483-6789　　
メールアドレス：maibun@city.sennan.lg.jp

　1/14（水）　「小学生に引き継ぐ」

　＊午前 10時 ~12 時・埋蔵文化財センターにて

■次回以降のごあんない■ 【宿題】　44 個まで絞り込んでみてください
これまで、「合体」させながら 57個まで絞り込んだ「カ

ルタにして伝えたい泉南市の魅力」。考え方としては「追

加」→「合体」→「選択」です。最後はベスト 44 ま

で絞り込みますので、次回までに「私のベスト44」を

考えてみてください。

■追加してから、合体させて、まとめた 58 の「カルタにして伝えたい泉南市の魅力」（71 → 76 → 58）
作業の過程を記録するため、当日使用した模造紙を書き直したのが写真です。表記は、「カルタにして伝えたい泉南市の魅力」

＝青の枠線、追加された「カルタにして伝えたい泉南市の魅力」＝ピンクの付せん、他と合体したアイデア＝ピンクの文

字 +ピンク枠線、「合体」して加わった「カルタにして伝えたい泉南市の魅力」＝青い付せん、としました。

郷土カルタづくり事業ニュースレター　３
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－泉南の魅力をあつめた－郷土カルタづくり　ニュースレター　

第 4回　ワークショップ

決定しました！50個の
「カルタにして伝えたい泉南市の魅力」04

日時：平成27年1月14日（水）

 10：00～11：30

場所：泉南市埋蔵文化財センター　参加人数：13名

■107→193→71→76→58→61→50で確定
これまで話し合いを続けてきたのは「カルタにして伝え

たい泉南の魅力」を決めるため。この日の話し合いで、

確定することが目標です。

まずは、カルタの枚数を決めて、その数に合わせて「カ

ルタにして伝えたい泉南市の魅力」を絞り込むといっ

た手順で話を進めました。

■めざせカルタ大会、詳細は 3月に発表
カルタ完成までの今後の予定と、必要になる作業を説

明し、最後にカルタ大会開催の野望を共有（？）。春か

らは新メンバーも募集しながら進めることとします。

＊＊今回のニュースレターは、経過がわかるように、順を追って記載しています＊＊

■「を」「ゐ」「ゑ」「ん」もつかおう！

　実はこれまで、カルタとは何枚あるものなのか？まったく調べていなかった事務局担当者。調べてみると、「あ

いうえお」だと、最大 48字。「いろは」だと、最大 47字（「を」がない！）。「を」「ゐ」「ゑ」「ん」を抜いたら 44

字になります。いろんなカルタを見た結果、特に決まった枚数がないと判断。話し合いで、決めることにしました。

　要は「を」「ゐ」「ゑ」「ん」を扱うかどうか。結果、すべて読み札として扱うこととしました。現代仮名遣いのな

かで使うことはない文字ですが、昔から使われてきた歴史（文化的価値）を重視した結果です。ここまでで、48個

の「カルタにして伝えたい泉南市の魅力」を決めることが目標となりました。

【参考】歴史的仮名遣いで「ゐ」「ゑ」が含まれる語「Weblio 辞書より」--------------------------------------------

「ゐ」が使われるのは　紫陽花（あぢさゐ）、藍（あゐ）、乾（いぬゐ）、位（くらゐ）、紅（くれなゐ）、敷居（し

きゐ）、芝居（しばゐ）、潮騒（しほさゐ）、鳥居（とりゐ）、率いる（ひきゐる）、参る（まゐる）、用いる（も

ちゐる）、基（もとゐ）、井・堰（ゐ）、猪（ゐ）、亥（ゐ）、居（ゐ）、藺（ゐ）、藺草（ゐぐさ）、居丈高（ゐ

たけだか）、田舎（ゐなか）、威張る（ゐばる）、居る（ゐる）など。

「ゑ」が使われるのは　礎（いしずゑ）、植える（うゑる）、飢える（うゑる）、声（こゑ）、梢（こずゑ）、末（す

ゑ）、据える（すゑる）、杖（つゑ）、巴（ともゑ）、微笑む（ほほゑむ）、故（ゆゑ）、所以（ゆゑん）、描く（ゑ

がく）、抉る（ゑぐる）、餌（ゑさ）、酔ふ（ゑふ）、笑み（ゑみ）、笑む（ゑむ）、槐（ゑんじゅ）など。

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

■最終的に 50 個の「カルタにして伝えたい泉南の魅力」を紹介することで確定
　つぎにカルタの枚数（48枚）を目標に、絞り込みを開始。基準は「カルタにして伝えたい」ものかどうか。絞り

込む方法は、まずは「追加」がないか確認し、「合体」させ、最後にどれにするか「選択」しました。より多くのア

イデアが盛り込めるようにしたかったからです。途中「追加」するものや、

やっぱり「分解」したほうがよいものも再確認。最後に 50個まで絞り込

むことができましたが、「合体」も「選択」もできない状態に。

　どうしたものかと考えていたところ、メンバーさんから選び方について

の提案がありました。「カルタにして伝えたい泉南市の魅力」だけれども、

「カルタを使う人」にぜひとも知ってほしいものなのか、それとも「広く

一般に知ってほしい」ものなのかで考えてみてはどうかというもの。前者

であれば、カルタで遊ぶたびに必ず読み上げるので「カルタを使う人」に

は必ず知ってもらえます。後者であれば、カルタで遊ばないとわからない情報ではなく、カルタの箱を手に取るだ

けで目につく＝知ってもらうことができます。提案された考え方で話った結果、ひとつ（子どもの権利条例）はカ

ルタの箱書きに表現し、もう一つ（泉南市のまちについての説明）は「49枚目のカルタ」として、扱うことに決定。

最後は各小学校区への振り分け。偏りを考えながら、地域的なかかわりがあったりするものを選びました。

■今後のごあんない■
これからは、作業ごとにわけてチームで活動します。

「絵札のうらチーム」以外は、新メンバーの募集を行

うことでより多くの人にかかわってもらえる機会を作

ります。

■カルタ完成までの予定■
２月～ 3月 ------------------

「絵札のうらチーム（仮）」
　「タイトル」+「説明」作成＝小学生への引継ぎ文書

3月 ------------------

「絵札のおもてチーム（仮）」
　作画用の写真撮影＝作画の意見＝絵札のレイアウト

９月～１０月 ------------------

「箱と札のデザインチーム（仮）」
　札のデザイン、　箱をどんな絵柄など

９月～１２月 ------------------

「カルタ大会チーム（仮）」
　カルタ大会の企画運営+大会プロモーション

・遊び方を考える（アートカードみたいな使い方など）

問合せ・ご意見は、　泉南市埋蔵文化財センターまで
TEL:072-483-6789　　

メールアドレス：maibun@city.sennan.lg.jp

郷土カルタづくり事業ニュースレター　４
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■
こ
こ
ま
で
の
話
し
合
い

　
４
回
の
話
し
合
い
で
決
ま
っ
た
50
個
の
「
カ
ル
タ
に
し

て
伝
え
た
い
泉
南
の
魅
力
」。
50
音
す
べ
て
（「
ゐ
・
ゑ
・
を
・

ん
」
も
使
う
）
を
使
っ
て
も
48
個
で
、2
文
字
足
り
ま
せ
ん
。

　
な
の
で
、
残
り
１
個
（
泉
南
市
の
ま
ち
の
紹
介
）
は
当
て

は
め
る
文
字
は
あ
り
ま
せ
ん
が
「
49
枚
目
の
カ
ル
タ
」
と
し

て
使
用
。
　
最
後
の
一
個
（
泉
南
市
の
子
ど
も
の
権
利
に
関

す
る
条
例
）
は
箱
書
き
で
紹
介
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
そ
う
し
て
い
い
理
由
も
考
え
た
の
で
す
が
、ま
ず
「
ゐ
・
ゑ
・

を
・
ん
」
を
使
う
の
は
、
文
字
数
を
稼
ぐ
た
め
で
も
あ
り
ま

す
が
、旧
仮
名
遣
い
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
ひ
ら
が
な
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
の
配
慮
か
ら
で
し
た
。

■
句
を
作
る
側
の
意
見
‐
先
生
方
と
（
1/
28
）

　
こ
こ
ま
で
決
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、
句
づ
く
り
に
協
力
し
て

い
た
だ
く
小
学
校
国
語
部
会
の
先
生
方
に
相
談
し
て
み
ま
し

た
。
内
容
は
、
①
こ
こ
ま
で
の
経
過
、
②
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

調
整
な
ど
で
す
。

「
ゐ
・
ゑ
・
を
・
ん
」
は
使
わ
ず
、
撥
音
・
濁
音
が
つ
く
文
字
に

　
こ
こ
ま
で
の
経
過
を
ふ
ま
え
た
先
生
方
と
の
話
し
合
い
の

結
果
、
変
更
点
が
出
て
き
ま
し
た
。「
ゐ
・
ゑ
・
を
・
ん
」
を

使
う
の
で
は
な
く
、「
ぱ
」
や
「
ば
」
な
ど
の
撥
音
・
濁
音
を

使
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
理
由
は
、「
カ
ル
タ
は
読
ん
で
い

る
句
を
聴
い
て
札
を
取
る
ゲ
ー
ム
な
の
で
、
音
が
聞
き
分
け

ら
れ
な
い
も
の
（「
え
」
と
「
ゑ
」
な
ど
）
や
、
頭
文
字
で
始

ま
ら
な
い
も
の
（「
ん
」）
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
　
言
わ
れ

て
み
る
と
そ
の
通
り
で
、
子
ど
も
の
お
手
つ
き
が
増
え
る
だ

け
。
楽
し
い
遊
び
に
す
る
た
め
に
、
や
や
こ
し
い
要
素
は
避

け
る
方
が
い
い
と
の
考
え
か
ら
で
す
。

　
結
果
、「
ゐ
・
ゑ
・
を
・
ん
」
と
「
49
枚
目
の
カ
ル
タ
」

の
5
つ
は
、
撥
音
か
濁
音
で
自
由
に
句
を
作
っ
て
も
ら
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

五
十
音
で
始
ま
る
フ
レ
ー
ズ
を
決
め
て
、
続
き
を
考
え
て
も
ら
う

　
楽
し
い
要
素
だ
け
を
積
み
上
げ
る
た
め
、
句
づ
く
り
の
方

法
も
先
生
方
に
お
任
せ
す
る
こ
と
に
。
出
来
上
が
っ
た
句
か

ら
、
五
十
音
を
選
ぶ
の
で
は
な
く
、
各
校
に
五
十
音
を
割
り

振
る
か
た
ち
に
。
さ
ら
に
「
レ
ン
ガ
」
の
場
合
、
こ
の
句
は

「
あ
」
か
ら
は
じ
め
る
と
決
め
る
だ
け
で
は
な
く
、「
あ
ち
こ

ち
に
」
と
お
題
を
出
し
て
、
続
き
を
考
え
て
も
ら
う
こ
と
に

し
ま
し
た
。
と
い
う
の
も
「
あ
」
か
ら
始
ま
る
句
と
す
る
と
、

児
童
た
ち
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
ダ
ダ
下
が
り
に
な
る
の
で

は
と
の
配
慮
か
ら
で
す
。
な
の
で
、
句
づ
く
り
の
資
料
に
入

れ
る
こ
と
と
し
て
い
た
句
の
作
例
は
不
要
と
な
り
ま
し
た
。

句
の
頭
文
字
を
絵
札
に
使
う
こ
と
に

　
前
回
の
話
し
合
い
で
棚
上
げ
に
し
た
、
絵
札
の
文
字
の
扱

い
。
句
の
頭
文
字
を
と
る
の
か
、
句
の
中
の
切
り
の
い
い
と

こ
ろ
を
取
る
の
か
、
先
生
方
に
相
談
し
て
み
ま
し
た
。

　
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
句
の
最
初
の
文
字
を
絵
札
に
使
う

方
が
よ
い
と
の
こ
と
。
小
学
校
で
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
こ
の

形
で
、
子
ど
も
た
ち
は
カ
ル
タ
と
い
え
ば
句
の
頭
文
字
が
書

い
て
あ
る
絵
札
を
取
り
合
う
ゲ
ー
ム
と
理
解
し
て
い
る
か
ら

で
す
。「
こ
こ
だ
け
ル
ー
ル
」
を
つ
く
る
と
、
出
来
上
が
っ
た

カ
ル
タ
を
使
う
子
ど
も
た
ち
が
混
乱
し
て
「
モ
ー
や
め
た
！
」

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
の
こ
と
。
使
い
続
け
て
も
ら
え
る

た
め
に
は
、
楽
し
く
遊
べ
る
こ
と
が
最
優
先
。
な
の
で
句
の

頭
文
字
を
絵
札
に
使
う
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
イ
メ
ー
ジ
は
↑
の
絵
の
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
57
5
調
で

リ
ズ
ム
を
持
た
せ
る
こ
と
に
し
た
の
で
、
出
来
上
が
り
は
こ

ん
な
感
じ
に
な
る
は
ず
で
す
。

　
読
み
札
「
あ
ら
こ
こ
も
！
　
樽
井
の
ま
ち
は
　
坂
の
ま
ち
」

　
絵
札
の
文
字
「
あ
」

　
絵
札
の
絵
「
樽
井
の
坂
の
絵
（
仁
右
衛
門
坂
な
ど
」

　
絵
札
の
裏
（
坂
の
ま
ち
樽
井
の
説
明
）

－
泉
南
の
魅
力
を
あ
つ
め
た

－
郷
土
カ
ル
タ
づ
く
り
　
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
　

今
後
の
予
定
と
内
容
の

変
更
の
お
知
ら
せ
で
す

作
画
と
作
句
に

つ
い
て

05
あ ち こ ち に

レ ン ガ が 見 え 隠 れす る ま ち な み

あああああああああ ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
レレ

一
緒
に
カ
ル
タ
づ
く
り
を
し
て
み
た
い
方
、
大
歓
迎
で
す

問
合
せ
・
ご
意
見
は
、

泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
ま
で
TE
L:
07
2-
48
3-
67
89
　
　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：
m
ai
bu
n@
ci
ty
.se
nn
an
.lg
.jp

6
月
に
は
句
が
で
き
る
か
も
？

　
あ
と
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
確
認
。
4
月
に
資
料
を
お
渡
し

し
て
、
句
が
で
き
る
の
が
早
く
て
6
月
ぐ
ら
い
に
な
る
と
の

こ
と
。
で
き
た
句
は
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
展
示
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

い
ろ
ん
な
用
途
に
使
え
る
よ
！
と
い
う
話
に

　
せ
っ
か
く
出
来
上
が
っ
た
カ
ル
タ
。
よ
り
多
く
の
機
会
に

使
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
先
生
方
に
ア
イ
デ
ア

を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
で
る
わ
で
る
わ
。

　「
こ
ん
な
と
こ
ろ
知
っ
て
い
る
？
」
と
い
っ
た
保
護
者
の
人

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
使
え
る
、
校
区
外
に
こ
ん
な

と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
っ
た
学
習
に
も
使
え
る
、
等
と
い
っ
た

具
合
さ
ら
に
画
像
の
デ
ー
タ
だ
け
を
つ
か
っ
て
「
ど
こ
の
学

校
区
に
あ
る
の
か
？
」
ク
イ
ズ
な
ん
か
も
お
も
し
ろ
そ
う
と

の
こ
と
。
小
学
校
で
カ
ル
タ
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
絵
だ
け

と
か
で
も
色
ん
な
用
途
に
使
え
る
そ
う
で
す
。

■
絵
を
描
く
側
の
意
見

作
画
担
当
の
職
員
と
、
絵
を
か
い
て
も
ら
う
に
あ
た
っ
て
の

注
意
点
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
絵
は
、

手
描
き
の
水
彩
画
で
、
か
わ
い
ら
し
い
く
親
し
み
や
す
い
感

じ
の
絵
で
す
。

描
い
て
ほ
し
い
絵
の
構
図
を
写
真
で
渡
す

　
絵
を
描
く
方
法
は
、
写
真
を
そ
の
ま
ま
な
ぞ
っ
て
、
描
く

こ
と
に
。
で
す
の
で
、
ア
ン
グ
ル
や
大
き
さ
、
細
部
の
細
か

い
と
こ
ろ
も
、
思
っ
た
通
り
の
写
真
を
用
意
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

写
真
の
大
き
さ
は
は
が
き
程
度
の
も
の

　
大
き
い
写
真
の
ほ
う
が
、
細
か
い
と
こ
ろ
も
表
現
で
き
る

の
で
は
？
と
思
わ
れ
る
は
ず
。
で
も
、
カ
ル
タ
に
す
る
と
き

は
、両
辺
が
10
セ
ン
チ
未
満
。
縮
小
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、

こ
ま
か
く
描
い
て
も
、
結
局
真
っ
黒
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

確
定
し
た
写
真
か
ら
渡
す

　
す
べ
て
出
そ
ろ
っ
て
か
ら
作
画
を
依
頼
す
る
の
で
は
な
く
、

決
ま
っ
た
も
の
か
ら
順
次
渡
し
て
描
い
て
も
ら
う
こ
と
に
。

で
す
の
、
予
定
で
は
一
応
5
月
か
ら
作
画
と
し
て
い
ま
す
が
、

前
倒
し
は
大
歓
迎
だ
と
の
こ
と
。

絵
の
完
成
は
9
月
が
目
標

　
す
べ
て
の
絵
が
出
そ
ろ
う
の
は
、
9
月
頃
。
と
て
も
楽
し

み
で
す
。

カ
ル
タ
大
会
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
あ
く
ま
で
予
定
で
す
）

郷土カルタづくり事業ニュースレター　５
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11．附編

泉南市埋蔵文化財センター条例  

 平成 9 年 4 月 4 日

             　条例第 10 号

( 設置 )

第 1 条発掘調査等で得られた考古学的資料 ( 以下「資料」という。) の

保存及び活用を図り、歴史に対する理解を深め、市民文化の向上に資

するため泉南市埋蔵文化財センター ( 以下「センター」という。) を設

置する。

( 名称及び位置 )

第 2 条センターの名称及び位置は、次のとおりとする。

( 業務 )

第 3 条センターは、次の業務を行う。

(1) 資料の収集、整理及び保存に関すること。

(2) 埋蔵文化財の調査研究及び活用に関すること。

(3) 資料を展示し、公開すること。

(4) 資料に関する講演会、講習会及び研究会等に関すること。

(5) その他泉南市教育委員会 ( 以下「委員会」という。) が設置目的を

達成するために必要と認める業務

( 入館の制限 )

第 4 条委員会は、入館者が次の各号のいずれかに該当するときは、入

館を断り、又は退館を命ずることができる。

(1) 公の秩序又は善良な風俗を乱すおそれがあるとき。

(2) 施設又は設備等を毀損し、又は汚損するおそれがあるとき。

(3) 資料等を汚損し、若しくは損傷し、又は亡失させるおそれがあると

き。

(4) 前 3 号に定めるもののほか、管理上支障があるとき。

( 損害の賠償 )

第 5 条何人もセンターの施設若しくは設備を毀損し、又は備品若しく

は資料等を亡失し、若しくは損傷したときは、これを修理し、又はそ

の損害を賠償しなければならない。ただし、委員会がやむを得ない理

由があると認めたときは、この限りでない。

( 職員 )

第 6 条センターに必要な職員を置く。

( 委任 )

第 7 条この条例に定めるもののほか、センターの管理運営に関し必要

な事項は、委員会規則で定める。

附則

この条例は、平成 9 年 4 月 27 日から施行する。

泉南市埋蔵文化財センター条例施行規則

          平成 9 年 4 月 4 日

           教育委員会規則第 1 号

( 趣旨 )

第 1 条この規則は、泉南市埋蔵文化財センター条例 ( 平成 9 年泉南市

条例第 10 号。以下「条例」という。) 第 7 条の規定に基づき、泉南市

埋蔵文化財センター ( 以下「センター」という。) の管理運営について

必要な事項を定めるものとする。

( 開館時間及び休館日 )

第 2 条センターの開館時間は、午前 9 時 30 分から午後 4 時 30 分ま

でとする。

2 センターの休館日は、次のとおりとする。

(1) 国民の祝日に関する法律 ( 昭和 23 年法律第 178 号 ) に規定する休日

(2) 毎週土曜日及び日曜日

(3)12 月 28 日から翌年 1 月 5 日までの日

3 前 2 号の規定にかかわらず、泉南市教育委員会 ( 以下「委員会」と

いう。) が必要と認めるときは、開館時間及び休館日を変更し、又は臨

時に休館することがある。

( 資料の貸出し )

第 3 条条例第 1 条に規定する資料 ( 以下「資料」という。) は、教育的

目的又は学術研究に使用する場合に限り、館外に貸出しをすることが

ある。

2 資料の貸出しを受けようとする者は、資料貸出申請書 ( 様式第 1 号 )

を委員会に提出し、その許可を受けなければならない。

3 委員会は、前項の規定により許可したときは、資料貸出許可書 ( 様式

第 2 号 ) を交付する。

( 行為の禁止 )

第 4 条センターでは、次の行為をしてはならない。

(1) 所定の場所以外で喫煙し、又は火気を使用する行為

(2) 騒音を発する等他人に迷惑を及ぼす行為

(3) 所定の場所以外に無断で立ち入る行為

(4) その他管理上支障をきたす行為

( 委任 )

第 5 条この規則に定めるもののほか、必要な事項は、委員会が別に定

める。

附則

この規則は、平成 9 年 4 月 27 日から施行する。

附則 ( 平成 17 年 3 月 2 日教委規則第 1 号 )

この規則は、平成 17 年 4 月 1 日から施行する。

史跡海会寺跡広場条例    　

 　平成 7 年 6 月 27 日

            　条例第 11 号

( 設置 )

第 1 条史跡海会寺跡を保存するとともに市民にこれと親しむ場を提供

し、もって市民の文化的向上に資するため、史跡海会寺跡広場 ( 以下

「海会寺跡」という。) を泉南市信達大苗代に設置する。

( 施設 )

第 2 条海会寺跡に次に掲げる施設を置く。

(1) 塔、講堂、回廊、基壇等の復元された歴史的建造物

(2) 積層面遺構露出保護展示施設

(3) 広場

( 管理 )

第 3 条海会寺跡は、泉南市教育委員会 ( 以下「教育委員会」という。)

が管理する。

( 入場の制限 )

第 4 条教育委員会は、次の各号のいずれかに該当すると認められる場

合は、海会寺跡への入場を制限することができる。

(1) 公の秩序又は善良な風俗を乱すおそれがあるとき。

(2) 施設を損傷し又は汚損するおそれがあるとき。

(3) 前 2 号に定めるもののほか、管理上支障があるとき。

( 委任 )

第 5 条この条例に定めるもののほか、海会寺跡の管理に関し必要な事

項は、教育委員会規則で定める。

附則

この条例は、公布の日から施行する。

名　称 位　置

　泉南市埋蔵文化財センター 　泉南市信達大苗代 374-4
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史跡海会寺跡広場条例施行規則
平成 7 年 6 月 27 日

教育委員会規則第 5 号

( 趣旨 )

第 1 条この規則は、史跡海会寺跡広場条例 ( 平成 7 年泉南市条例第 11

号。以下「条例」という。) 第 5 条の規定に基づき、史跡海会寺跡広場

( 以下「海会寺跡」という。) の管理運営について必要な事項を定める

ものとする。

( 入場者の遵守事項 )

第 2 条海会寺跡の入場者は、次の各号に掲げる事項を守らなければな

らない。

(1) 樹木を伐採し、又は植物を採取してはならない。

(2) 土地の形質を変更してはならない。

(3) 鳥獣類を捕獲し、又は殺傷してはならない。

(4) 車両を乗り入れてはならない。

(5) 立入禁止区域に立ち入ってはならない。

(6) はり紙、はり札又は広告を表示してはならない。

資料貸出申請書

年　　月　　日

　泉南市教育委員会殿

申請者　住所 ( 所在地 )　　　　　　

氏名 ( 名称）　　　　　　　

代表者名（印）　　　　　　

Tel.　　　　　　　　　　　

　

　下記のとおり、埋蔵文化財センターが管理する資料の貸出を受けたい

　ので申請します

利用目的

貸出期間 　年　月　日　から　　　年　月　日まで

利用場所

利用方法

貸出資料 分類番号 品名 数量 備考

輸送方法

取扱責任者

資料貸出許可書
泉南教委生発第号

年　　月　　日

　　　　　　　　　　　殿

泉南市教育委員会　

　年　月　日付けで申請のありましたセンター資料の貸し出しについて

　は、次のとおり許可します。

利用目的

貸出期間 　年　月　日　から　　　年　月　日まで

利用場所

利用方法

貸出資料 分類番号 品名 数量 備考

輸送方法

許可条件

(7) 他人の迷惑となる行為をしてはならない。

( 損害賠償 )

第 3 条海会寺跡の利用者が施設又は設備を損壊し、汚損し、又は滅失

したときは、これを修理し、若しくは原状回復し、又はその損害を賠

償しなければならない。ただし、利用者の責めに帰することができな

いときは、この限りではない。

( 積層面遺構露出保護展示施設 )

第 4 条条例第 2 条第 2 号に掲げる積層面遺構露出保護展示施設 ( 以下

「展示施設」という。) の利用時間は、午前 10 時から午後 4 時までと

する。ただし、泉南市教育委員会 ( 以下「教育委員会」という。) が必

要と認めるときはこれによらないことができる。

2 展示施設の閉休日は次のとおりとする。ただし、教育委員会が必要

と認めるときはこれによらないことができる。

(1)12 月 28 日から翌年 1 月 5 日までの期間

( 委任 )

第 5 条この規則の施行に関し必要な事項は、教育委員会が別に定める。

附則

この規則は、公布の日から施行する。



利用案内

所在地：大阪府泉南市信達大苗代 374-4 史跡海会寺跡広場前

電話：072-483-6789

FAX：072-483-7089

メールアドレス：maibun@city.sennan.lg.jp

ホームページ：http://www.city.sennan.osaka.jp/~maibun/maibunn-top.htm

開館時間：9 時 30 分～ 16 時 30 分

休館日：土・日曜日・祝日（第 2・4 土曜日は開館）・年末年始

入館料：無料
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